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明けましておめでとうございます。会員皆様には健やかに新年を迎えられた 
事とお慶び申し上げます。 
昨年の年頭挨拶でお呼びかけした、普段使っている頭と身体を「昨年よりも 

上を目指して使う」は 実現致しましたか？何か違う自分になっておりますか？ 

「菱の実会」は『会員のための会員による会員の「菱の実会」』でありますので 
年々、歳を重ねる毎に退化せぬよう、皆様の体力、気力が資源です。 
今年もその方針で、生き生きとして過ごされますようお願い申し上げます。 

昨年の震災で私達の多くが、かつて無い体験を致しました。東日本復興の 
支援は勿論ですが、そこで生活を営む方々の幸せをひたすら祈るしかありま 
せん。被災した方々を思い、昨年の総会では懇親会を断念致しました。今年 
は充実した総会・懇親会を実施しようと、考えております。 

昨年新たに将棋愛好会が設立されました。月々の愛好会・サークル活動そして総会など、皆様ふるって
のご参加をお待ちしております。 
会員の皆様との接点は毎月お配りする、緑の封筒「菱の実だより」です。皆様にはしっかりと会報をお読み

頂き記事に対するご意見、ご感想などは勿論、各種お便り（頑張りました、頑張っています等）、近況報告や
自由な原稿をお寄せ下さい。又「菱の実会ホームページ」では「菱の実だより」以外の情報が宝庫のように満
載されております。そちらの方も是非ご覧下さい。私達が歩んで行く新しい道が開けるかもしれません！ 

本年も会員皆様方にとって、素晴らしい一年となりますよう心からご祈念申し上げます。 
 

群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

2012-1-1 

  

会員の皆様へ           群馬菱の実会 会長 境野 賢治 

群馬菱の実会の発展を願って 
 

三菱電機労働組合群馬支部 
執行委員長  荻原 浩良 

 
菱の実会の皆様、新年明けましておめでとうございます。 

新春を健やかにお迎えのこと心よりお喜び申し上げます。また日頃より労働 
組合の活動に対しまして、ご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、昨年を振返りますと、先ずは 3月 11日に発生した東日本大震災に 
よる日本社会への甚大な被害に対して、心よりお見舞いと一日も早い復興を 
お祈りしたいと思います。 
また、弊支部は 2011年 1月 8日に結成 50周年を迎えることが出来ました。 

昨年は１年を掛けて多くの記念イベントを開催し、組合員をはじめ多くの方々 
に参加して頂きました。特に「記念式典＆レセプション」には歴代執行委員長 

をはじめとする執行部ＯＢの皆さんや菱の実会役員の皆さんにもご臨席賜り、 
盛大に執り行うことが出来ました。改めて感謝申し上げます。 

馬電の状況については、大震災の影響により上期は部材調達や電力不足等の影響を大きく受け、就業

形態の変更等さまざまな対応に追われました。現在では回復しておりますが、販売面では残念ながらオー
ル電化に対するネガティブ風評の影響を受けて市場は厳しい状態です。夏以降「スマート電化」として太
陽光発電と共に新たな取組みをしておりますが、市場は未だに厳しい状態です。是非とも菱の実会の皆
様におかれましては、環境に優しく、節電に貢献できる「エコキュート」のご購入やご紹介を宜しくお願い
申し上げます。 
新年を迎え、組合 51 年目のスタートに当たり、私たちは新たな気持ちで馬電発展に向けて組合活動を

進めて参ります。「元気な職場」と「笑顔あふれる暮らし」をあるべき姿として、菱の実会の皆様とは更に連
携を深めながら、共に「笑顔あふれる暮らし」を作っていきたいと思います。 

最後になりますが、本年も菱の実総会にてお会い出来ることを楽しみにしながら、菱の実会の益々の発

展と皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。 
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順位 氏 名 ＨＤ ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 長嶺美恵子 0 ７７ ２ １０ 

準優勝 柳沢 勝利 +1 ７８ ２ １１ 

３位 島  保夫 0 ７９ ０ １９ 

４位 高橋 勝美 0 ８２ ０ １６ 

５位 田部井秀夫 +3 ８５ ２ １２ 

順位 氏 名 グロス ネット 

優勝 高柳 静雄 90 69.6 

準優勝 中村 晴三 83 69.8 

３位 小池 利男 89 69.8 

４位 萩原 十四夫 79 70.6 

５位 竹沢 宏 83 71.0 

順位 氏 名 曲名 採点 

優勝 佐藤辰利 めおとの旅 93 

準優勝 永沼 進 さざんかの宿 91 

３位 大橋 浩 雪の川 90 

４位 野村隆一 夢追い酒 89 

５位 江川八郎 おんなの宿 89 

平成２３年度第７回カラオケ大会を、１２月５日（月）に「カラオケ本舗・まねきねこ」尾島店で実施しました。 
第 7回大会は、クリスマスの月でもあり、会場の雰囲気も少し変え、花飾りのある文字を壁に施し、賞品は花の鉢植
え：ポインセチア・シクラメン・蟹葉シャボテン等で、いつもと違った雰囲気で大会を盛り上げました。今回は、ちょっ
ぴりクリスマスムードが漂う中、会の中での年齢は中クラス、高音の響きが最高で、音程・テンポ・音量が抜群で、前
カラオケ愛好会会長の佐藤辰利さんが、見事優勝を勝ち取りました。おめでとうございました。 
次回の例会は、平成２４年１月１０日（火）｢カラオケ本舗・まねきねこ｣尾島店で開催予定です。タノシミダナー 

第第５５４４回回  ゴゴルルフフ愛愛好好会会ココンンペペ 

平成２３年１２月８日（木）に上武ゴルフ場に於いて、第５４回菱の実会ゴルフ大会を実施しました。１週間前の
天気予報では雨の予報でしたので心配していましたが、当日は薄曇りで気温もそこそこに上がり風も弱く、まず
まずのコンデションの中実施出来ました。今回は一部の人が他のコンペと重なってしまい参加人数が少なくな
ってしまいましたが、２６名の方に参加して頂きました。結果は高柳静雄さんがメンバーとハンデキャップに恵ま
れて初優勝しました。皆様のご協力に心より感謝申し上げます。次回は４月１０日（木）の予定（上武ゴルフ場） 

第第７７回回  カカララオオケケ大大会会   

第６５回秋季グラウンドゴルフ大会 

秋季グラウンドゴルフ大会が去る１１月２１日（月） 
利根グラウンドゴルフ場で２０名の参加で行われ 
ハンディ制で、あかぎ、はるな、みょうぎコース(２周)の３２ホールで熱戦がくりひろげられました。結果は 
長嶺美恵子さんが優勝しました。次回は、平成２４年２月２０日（月）を予定しています。 

 

＜ 菱の実会愛好会活動特集 ・・・ 楽しんでます ＞ 

 

将将棋棋をを指指ししててみみまませせんんかか  ⅢⅢ 

１０月１７日(月)に第２回将棋愛好会の例会が開催されまし
た。当日は囲碁愛好会の皆さんと同日開催となり「碁将親睦」
をはかる事ができました。興味のある方「ちょっと一番お気軽
に指してみませんか!!」 

歩の格言： 
「一歩千金」「歩のない将棋は負け将棋」 
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● 今月の【 細野水彩画廊 】：『 ふるさと 』。 ●【 須永写真ギャラリー 】：『 雪原の朝 』 

               

 

 デジタル写真を楽しむ             須永  洋 
                            

【 会員投稿 】 

今や写真もデジタルカメラが主流になってきた。私もフィルムカメラで撮影する機会が徐々に減って

きて、いつの間にか撮影のほとんどがデジタルカメラでの撮影となってしまった。 

デジタルカメラで撮影するということのメリットは、その場ですぐに撮影結果が見られることと、パソコン

やデジカメの普及で、これまでプロの領域だった写真の画像処理に、誰でもが簡単に踏み込めるよう

になって、自分で現像できることであろう。 

昔は現像（プリント）といえば暗室で行ったものですが、デジタル時代では暗室も必要なく、カラーも

インクジェットプリンターで自家処理が出来ます。しかも、デジタル写真では用紙の選択もかなり自由

で、写真用紙だけではなく、和紙、画材紙や布などと色々な素材にプリントでき、素材によっては魅力

ある作品に仕上げられるということが大きな特徴ではないでしょうか。 

撮影してきたデジタル写真を、自分の手で好みの色調に仕上げ、自家プリントして、より満足度の高

い写真を作るためには、どうしてもパソコンで画像処理ソフトを使って、画像補正処理（レタッチという）

をマスターして行かねばならないという難しさがデジタル写真にはある。 

参考書を片手に見様見真似の学習では解らないことが多く、最近、写真をパソコンで、水彩や手書

き風の絵画ポイ作品にアレンジメントして、デジタル写真を楽しんでいる写真の同好会に入いり、プリン

トの知識や難解な画像処理ソフトを使った、レタッチの操作方法などを教えて貰っている。 

レタッチ編集には、たくさんの編集機能があり、また専門用語がつかわれている。その機能の相互関

係を良く理解できないまま、レタッチをしているので、操作にすぐに行き詰ってしまい、何度も同じことを

繰り返して、なかなか前に進めず悪戦苦闘中である。それでも自分で現像や補正をして、プリントする

ことで、デジタル写真を大いに楽しむことが出来るので、めげずにやっています。 

またもう一方、ある写真家の写真展で、写真でありながら日本画や水彩画のような写真を見て、その色

調が好きになり、その教室に通い始めた。 

そして今はレタッチ手法の習得と新しい写真描画に挑戦し、和紙や画材紙等いろいろな素材を使っ

て、水彩画風の写真にこだわって、デジタル写真を楽しんで行こうと思っています。 
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http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/hosono2012-01.pdf
http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/sunaga2012-01.pdf
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◇ お し ら せ ◇ 
 

 日時 場所 申込み、その他 

１月の囲碁愛好会 
１月１６日（月） 

９：３０～ 
赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

１月の麻雀愛好会 
１月１２（木）２７（金） 

９：３０～１７：００ 
赤城倶楽部 
会費 1０００円 

申込み 1/10 日、24 日まで  
荒井昭三（0276-52-0803） 
小林昌樹（0276-38-0964） 

１月の将棋愛好会  
１月１６日（月） 

９：３０～ 
赤城倶楽部 
(会費:無料) 

ご自由にご参加ください 

１月の 
グラウンドゴルフ例会 

１月１６日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
(雨天中止) 

第５５回ゴルフ愛好会 ４月１０日の予定 上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

２月のカラオケ月例会 ２月６日（月） 
１７：３０～２０：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 1 月 28 日まで 
大橋  浩（0276-52-3866） 
江川八郎（0276-52-1886） 

２月のパソコンサークル 
２月６日（月） 
１３：３０～１４：４５ 

労組会議室 ご自由にご参加ください 

２月の幹事会 ２月６日（月）１５：００～ 労組会議室 
  

頭の体操の答え． 230ｍ 

（430-200） １月の編集委員会 
１月２３（月） 

１３：３０～ 
労組会議室 
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 次号は、「がんばってます・がんばりました」特集号として、カラー版で全員に配布の予定です。

発行日：2 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 2 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 

2 月 8 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

           ＥＶ時代へ決意を固めた海外メーカー 
 日本自動車連盟監修の機関紙「ＪＡＦ Mate」の昨年の１２月号で、東京ビックサイトで開催された
「東京モーターショー」をとりあげ、昨年（2010年）に比べ今年は元気がある、その理由は、欧州メー
カーのメルセデスベンツ社、ルノー社、ＢＭＷ社、フォルクスワーゲン社、等が，車のＥＶ化について
の明確なコンセプトを提示し、電気で走る将来のへ決意を固めたようだとのべている。日本の状況
も欧州と変わらない、いよいよ車の電気自動車化が本物になりそうである。車が、このまま、化石燃
料を消費し続けることは、現代人が傲慢すぎるのかも知れない。地球温暖化を避けるためにも、Ｅ
Ｖへの転換は急務であろう。ＥＶに使用する電源も当然自然エネルギーからの発電が求められるで
しょう。                                 上村 記 

訃 

報 

木田 嘉昌 さん （ 享年６５歳 ） 太田市粕川町 

１１月２５日ご逝去されました。ご冥福をお祈りすると共にお知らせします 
 

 

＜頭の体操 ・・・ ある中学校の入試問題から＞ 

長さ 200ｍの列車が時速 86km で走っています。この列車が鉄橋を渡り始めてから渡り終える
のに 18 秒かかりました。鉄橋の長さは何ｍですか。       (ヒント： 時速を秒速に直す) 
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あらすじ： 
○ 会社を退任する２年前（１９９１年＝平成１３年）から東京新聞日曜油絵塾にて油絵の勉強を開始。 
○ 退任と同時（１９９３年）に示現会絵画研究所へ入会し写実油絵の勉強を開始。 
○ ９７年～２０００年まで台湾で仕事のため示現会は中断。独学勉強を継続。 
○ ２０００年１０月に帰国後、０１年から示現会展へ出展開始。同時に日展入選をも狙う。 
○ ２００４年（平成１６年）第３６回日展へ初応募し落選。以後途中放棄も含め、２０１１年（平成２２年）まで

に７回連続落選。 
○ ２００４年示現会会友に推される。   ○ ２００４年日展落選作品を東京都展へ出品し特選を獲得。 
○ ２００８年示現会展において佳作を獲得。（中電へ寄贈）   ○ ２００９年示現会準会員に推される。 
○ ２０１１年示現会展に於いて「画室のモデル」が示現会奨励賞を獲得。（馬電へ寄贈） 
○ ２０１１年第４３回日展に応募した「ポーズの合間」が日展初入選。 ２６室中第８室に陳列される。 

（本社へ寄贈） 
 

群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

「「ががんんばばっっててまますす・・ががんんばばりりままししたた」」特特集集号号  

2012-2-1 

  

 

日展入選までの道のり           

あらすじに書きましたように、油絵の勉強を始めてから丁度２０年目にしてやっと日展入選を果したこと
になります。油絵絵描きにとって 「日展」入選は 登龍門でもあり憧れの的なんです。私が所属する社団
法人「示現会」は 油絵研究団体の一つで、ほかにもっともっと大きな団体－「白日会」 「光風会」－など 
１００を超える団体がありますが、ほとんどすべての団体が 自分の所属団体から何人の「日展入選者」を
出すかを競っておるのです。（中にはアンチ日展の団体もあると聞いてはおりますが） 
 ですから、毎年日展が近づくと 各団体ともに「日展研究会」などと称して所属団体メンバーの応募作品
の下見会を催して、夫々の会の会長はじめ長老の先輩画家が集まり 後輩の作品について評論、助言を
行い「日展入選率」を高めるように努力をしております。 
 しかし､こうした努力にも拘らず 入選者数を増加させることはなかなか困難なことで、今年は何人入った
か、誰が落ちたのかなどとうわさをし合うのが通例です。 
私も平成１６年から日展へ応募を始めましたが ２２年までは連続落選で、ほとほと応募するのがいやに

なることもありました。しかし、気を取り直し、先輩の失敗回数なども聞かされて駄馬に鞭打ち、とうとう第８
回目の挑戦までたどり着き、８回目になんと夢に見た 「日展」初入選を手に入れることが出来たのです。 
ほんとに嬉しいと思っております。                               ＜次ページへ＞ 
 

 

 

本
紙
を
菱
の
実
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
の
ｎ
ｅ
ｔ
読
者
の
方
は
、
左
の
写
真

上
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
別
の
頁
が
開
き
、
大
き
い
サ
イ
ズ
で
ご
覧
頂
け

ま
す
。
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
鑑
賞
下
さ
い
。 

http://w
w
w
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神 谷 昭 美 

 

本号は、全員に 
配付しています。 



No．２２６（２） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

３、４回落選をすると、「審査員が俺の作風とは合わないのだ」 「審査員を沢山だす会に所属する人ばかり
が入選するんだ」 「日展に所属しない有名な作家も沢山いるよ。日展ばかりが絵描きではないよ」 などと
言って「日展」を諦める人が多いのです。 
 私の周りにも 「日展などへ応募するための費用などは金をどぶへ捨てるようなものだから俺は応募しな
いよ」 などと言って日展へは応募しない人も沢山おります。私の周りで日展を捨てた人で大成した人を知り
ません。やっぱり臥薪嘗胆、己の怠け心に勝ち努力を積んだ人が 勝利の美酒を手に入れるのだと信じて
おります。 
人間の４期 即ち「学生期」 「家住期」 「林住期」 「遊行期」のうち「家住期」に於いては わき目も振らず

仕事をし、生活の糧を懸命に稼ぎ､家族を養いました。家族が独立し己も年をとり 現役を離れて「林住期」
へ移って２０年、「林住期」に於ける己の峠であると目標を定めた 「日展入選」 にやっと今、たどり着くこと
が出来たのだと言う達成感に浸っております。 
  「日展入選」 などは大した峠ではないかも知れませんが、人それぞれにその人の人生にとって峠の高
低はありましょうから、己が満足すればそれで幸せであると思っております。 
日展入選作 「ポーズの合間」 は三菱電機本社へ寄贈しました。この絵に先立って示現会奨励賞を貰

った「画室のモデル」は 既に私の心の故郷 「馬電」へ寄贈してあります。 ５年前に「中電」に寄贈した 
示現会展佳作作品の 「椅子に凭れる」と併せ、３つの作品が 私一生の恩義ある働き場所の 三菱電機の
関係場所で、安住の場所を得たことを心の底から嬉しく感謝いたしております。 
  もう一つ場所 「ＭＨＫ」へ来年にでも寄贈にふさわしい作品が出来て、しかもＭＨＫが受け入れてくれ
るのならば是非寄贈をしたいものと思っております。                東京白山爺 神谷昭美 
 
 
 

 

 

 
上毛新聞(平成 23 年 10 月 31 日) 

＜馬電に寄贈された、示現会奨励賞作品「画室のモデル」は、 馬電正面玄関に設置されました＞ 
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● 今月の【 細野水彩画廊  】：『ポンペイ』    ●【 須永写真ギャラリー 】：『 雪原の朝 』 
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 ボランティア楽団の晴れ舞台     篠崎 辰夫 

いつもは、お年寄りの施設慰問や地域の行事に参加して演奏活動をしているが、突然、市の音楽祭に
出場してみないかという話が持ち上った。寄せ集めの楽団で、とても音楽祭というレベルではない。それ
に大ホールの大舞台。不安いっぱいだったが、メンバーの中に熱心な人がいて結局その人に引っ張られ
た。音楽祭まで半年、猛練習が始まった。見た目も大事と、お揃いの「ハッピ」も新調した。ところが、本番
近くなってメンバーの一人がストレスからかずっと微熱と下痢が続いて体調絶不調。練習も十分出来ず一
時は出場が危ぶまれた。それでも前日の会場リハーサルで、心配していた音響と、５分以内の機材セッテ
ィングをクリアーし、なんとかやれる自信を得た。しかし一人の体調不良はまだ続いていた。 

平成２３年１１月３日。文化の日。「第６回熊谷市妻沼音楽祭」。妻沼中央公民館大ホール。出場は１８
組。１組の持時間は１５分。・・・いよいよ出番。機材のセッティングで弾んだ息を整える間もなく、すぐ演
奏。会場の人たちも一緒に歌ってくれている。いいムードだ。係の「あと５分」という合図も気がつかないま
まあっという間に演奏は終った。そのあと一人は、舞台の袖に倒れ込んだ。 ・・・ 良くがんばりました。 

シニア東北オープン大会７０歳以上の部に準優勝 
福田 興司 

 

リタイヤ後、第２の人生を如何に過ごそうか？ 試行 
錯誤した結果を 11年経た現時点で振り返ってみた。 

１．ゴルフ ： 現役時代に考えていたことは、リタイヤし 
たら毎日が日曜日なので、いつでも練習が出来て 
月例会にも出られると思っていたが、1年間トライして 
腕も上がらなかったので、きっぱり諦めた、ゴルフは 
忙しい合間を縫ってやるほうが面白いと気付いた。 

２．海外旅行 ：バックパッカーとして、３０カ国位回って 
見聞を広めたが、数回トラブルに遭い、今は見合わ 
せている。 

３．放送大学入学：テレビや前橋学習センターで３年間 
学習、半分くらい単位を取ったが、興味を失い断念。 

４．テニス ： 現役時代も真似事程度にやっていたが、 
ゴルフをやめた後テニスクラブに加入して基礎から始めた、ねんりんピック群馬大会に、石尾延也氏
とペアーを組み初出場、強豪を破り初優勝、これを契機にのめり込み週４日の猛練習、メタボも解消。 
また、シニア全国大会にも出場し５勝１敗、しかし準決勝進出直前に惜敗。 
H２３年１０月仙台市で開催された第１４回シニア東北オープン大会７０歳以上の部に、桐生市の柳原
武夫氏とペアーで出場、準優勝（上の写真） 

５．これから ： 小中学生にもテニスのアドバイスが出来るよう精進したい。 身体を酷使して、ぴんぴん 
ころり狙いです。 

 

ちなみに演奏曲目は 
「星の世界」 
「北上夜曲」 
「南国の夜」 
「瀬戸の花嫁」 
「雪が降る」の５曲 

 

ＮＥＴでご覧の方は、左
の写真上をクリックする 
と YouTube動画が開き 
ます。まだまだ拙い恥ず
かしい演奏ですが、もし
よかったらご覧下さい。 

 

 

 

 

このように皆さんそれぞれに、趣味に、スポーツに、ボランティアに、地域社会に・・と、一生懸命頑張って
おられます。引続き「がんばってます・がんばりました」コーナーへの投稿をよろしくお願いいたします。 

http://www.youtube.com/embed/D-Bxe2FWjuc
http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/sunaga2012-01.pdf
http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/hosono2012-02.pdf
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 日時 場所 申込み、その他 

２月の囲碁愛好会 
２月１３日（月） 

９：３０～ 
赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

２月の麻雀愛好会 
２月９（木）２４（金） 

９：３０～１７：００ 
赤城倶楽部 
会費 1０００円 

申込み 2/７日、22 日まで  
荒井昭三（0276-52-0803） 
小林昌樹（0276-38-0964） 

２月の将棋愛好会  
２月２０日（月） 

９：３０～ 
赤城倶楽部 
(会費:無料) 

ご自由にご参加ください 

第 6６回 
冬季グラウンドゴルフ大会 

２月２０日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:５００円) 

申込み.２月 1６日(木) 
高橋勝美（0276-52-0398） 
（雨天の場合、翌月開催） 

第５５回ゴルフ愛好会 ４月１０日の予定 上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

第８回カラオケ大会 ３月５日（月） 
１７：３０～２０：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 2 月 28 日まで 
大橋  浩（0276-52-3866） 
江川八郎（0276-52-1886） 

３月のパソコンサークル 
３月５日（月） 
１３：３０～１４：４５ 

労組会議室 ご自由にご参加ください 

３月の幹事会 ３月５日（月）１５：００～ 労組会議室 
 

２月の編集委員会 
２月２０（月） 

１３：３０～ 
労組会議室 
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：3 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 3 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 

3 月 6 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

          

今年も早いものでもう１ケ月が経ちました。昨年末、毎年遊びで購入している「年末ジャンボ宝くじ」

を例外なくまた購入しましたが見事ハズレました。ある新聞記事で見ましたが、１０００万円以上の当選

者だけに或る小冊子が渡されるそうです。題名は「その日から読む本＝突然の幸運に戸惑わない為

に」という本で、一般には販売されていないものらしい。 

 内容は不詳ですが中身の一こまには「以前とかけ離れた言動を取ればマイナスの結果につながる」

との事が書かれているようだ。今回もハズレてこの心配は私には無さそうですが、今年はせめて世の

中が昨年のようなマイナスの最悪な１年にならないように祈念したいものです。      （ 二宮 ）  

 

 

訃 

報 

小原 利通 さん （ 享年８５歳 ） 太田市由良町 

１月１6 日ご逝去されました。ご冥福をお祈りすると共にお知らせします 
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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

  

2012-３-１ 

  

 

毎年恒例の研修会が昨年度同様、吾妻町の岩
櫃山山麓にある「コニファーいわびつ」にて実施
されました。今年の冬は例年より寒い日が続きま
すがこの２日間はまるで春のように暖かく、１年
ぶりとはいえ、楽しい賑やかな出発の朝でした。 

総勢２１名のマイクロバスはそれぞれの会話が
弾む中で一路会場へと。会場のコニファーいわ

びつは、実は昨年の東日本大震災の被害を受
けた南相馬市のみなさん２５０名が緊急避難さ
れた場所であり、３/１７～１０/１９までの７カ月の
長い避難生活が送られたホテルでもあり、少し

感慨深いものを感じる場所になりました。 

第一日目は天気も良く恒例のグランドゴルフも
外のグランドで暖かくプレーができ、体育館とは
比較にならない熱中した真剣なまなざしを感じ
ました。夕食は多少アルコールも入り楽しい交
流が出来たと信じています。囲碁愛好会の皆さ
んは時間があれば１局お手合わせと勝負を満喫
していました。 

第２日目は雰囲気を１８０度変えて約３時間の研
修を。参加者の建設的なご意見やご提案を頂き
事務局としても大いに参考になりました。今後の
会運営に役立てて行きます。（事務局 二宮） 

平成２４年度 菱の実会総会の予告ご案内 
平成２４年度の総会は、４月２４日（火） 開催の予定で、準備を進めております。 
詳細は、次号でご案内いたしますので、あらかじめご予定くださるようお願いいたします。 

なお、会場の一角に 『会員趣味の作品展』 を展示する予定ですのでご準備下さい。 
この作品展は、総会前一週間程度展示して、現役の皆さんにも見てもらうことになっております。 
ふるって出品下さるようお願いいたします。事務局又は幹事までご連絡をお願いします。 

入会年月 氏  名 住  所 入会年月 氏  名 住  所 

23 年４月 佐藤 良一 太田市牛沢町 24 年 1 月 奥瀬 友昭 太田市新田早川町 

23 年４月 中川喜代治 太田市南ヶ丘町 24 年 1 月 後藤 完二 太田市宝町 

23 年４月 佐藤 英二 群馬県邑楽町赤堀 24 年 1 月 霜田 政雄 太田市台之郷町 

23 年４月 桜井まさい 太田市泉町 24 年 2 月 小林   事 太田市新田木崎町 

23 年 8 月 内藤   昭 東京都立川市幸町 24 年 2 月 生方信一郎 太田市世良田町 

23 年 9 月 根岸   登 藤岡市下戸塚 24 年 2 月 神戸 貴敏 太田市東長岡町 

24 年 1 月 安田 佳則 太田市台之郷町 24 年 2 月 野村   守 太田市富沢町 

24 年 1 月 石川 茂雄 群馬県明和町江口 24 年 2 月 間々田欽一 太田市南矢島町 

24 年 1 月 小林 英世 太田市鶴生田町 24 年 2 月 小磯   宏 太田市新田中江田町 

24 年 1 月 中里 正史 藤岡市本郷 24 年 2 月 家田 光晴 京都府京田辺市 

 

【 平成 23年度新入会員 】 次の 20名の方に入会頂きました （平成 24年 2月現在） 

 

平成２３年度 幹事 ＆ 愛好会 研修会報告（２月２１日・２２日） 
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素晴らしい仲間たち”我が三五会”。３年前にも「菱の実会だより」に掲載させて戴きましたが、昭和３５年

入社の同期の会で、現在２１名の仲間が親睦と健康管理を主眼に地道な活動を展開しています。 

 会はゴルフ、ハイキング、グランドゴルフの各愛好会からなり、各愛好会に幹事を置き三五会幹事が統括

しており、各愛好会とも全員参加を目標に活動を実施しています。 

今回は福島県桧枝岐村にて一泊二日で実施した合同行事を紹介させて頂きます。 

グランドゴルフ と ハイキング両愛好会が合同で年１回実施しているもので、初日は桧枝岐村の役場の方

に御世話になって特設会場を設置し、爽やかな天候のもとでグランドゴルフ大会を実施しました。宿泊は

民宿 「かわくぼ荘」を貸きり、夜はグランドゴルフの話や今後の会運営の話に大いに盛り上がりました。 

 出発前から話題になっていた「山椒魚」が食卓に上がり、一品は干物、もう一品天ぷら、グロテスクな姿を

見て大騒ぎ！また岩魚の刺身や鹿の肉もあり、冷えたビールと地元名産の夕食を堪能しました。翌日は

御池までマイカ－で移動、御池から沼山峠まで無公害バスで沼山峠に到着です。日差しは未だ強かった

ですが、湿度のない高原の風は実に気持ち良かったです。沼山峠からは大江湿原を通り尾瀬沼に出る初

心者のコースで、１時間２０分程で尾瀬沼に到着しました。２０代の頃に見た尾瀬沼との久し振りのご対

面！感無量でした。沼のほとりで雄大な燧ｹ岳を眺めながらコ－ヒ－タイム。健康の有り難さと同期の絆を

再確認出来た旅でした。 

 

 

      ＜グランドゴルフ大会＞ 

←左は桧枝岐村の特設グランドゴルフ

場。大会終了後の記念撮影です。 
 

 上の写真はプレ－中の風景。 

大会とあって真剣そのものでした。 

   ＜尾瀬ハイキング＞ 

右は燧ｹ岳をバックにメンバ－13名で

記念撮影です。→  

澄みきった青空の下”大江湿原”を 

さっそうと行くメンバ－。 

紅葉には若干早かったです 

 ↓   

 
 

平成 23年 9月 13日～14日 （三五会ハイキング愛好会幹事 森田） 
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● 今月の【 細野水彩画廊  】：『 春 光 』    ●【 須永写真ギャラリー 】：『 冬木立 』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2012-03.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2012-03.pdf 

【 会員投稿 】 

 

ほあけぼちいあ の 「つれづれのまま」 

江戸時代の 「食のはなし」[1]  「養生訓」飲食は命の養い 

 江戸時代前期の学者で 貝原益軒 という人をご存知の方多くおられると思う。食に関しての「養生訓」

は殊に有名である。「養生訓」は八巻よりなっているとのことであるが、巻第三より一部をおもしろいので

紹介させていただく。お断りしておくが、ほあけぼちいあ が調べたのではなく耳学問の受け売りである。 

今に心当たりを感じられる方、否否そこここの所はおかしくないかと感じられる方、様々お有りではないで

しょうか。様々あって様々いい。（どこかで聞いたような） 

☆☆  元気は生命の本也、飲食は生命の養也 
 人の身は元気を天知にうけて生ずれ共、飲食の養（やしない）なければ、元気うゑて命をたもちがたし。

元気は生命の本也。飲食は生命の養也。此故に、飲食の養は人生日用専一（せんいつ）の補にて、半

日もかきがたし。然れ共、飲食は人の大欲にして、口腹の好む処也。其このめるにまかせ、ほしゐままに

すれば、節に過（すぎ）て必（ず）脾胃をやぶり、諸病を生じ、命を失なふ。五臓の初めて生ずるは、腎を

以（て）本とす。生じて後は脾胃を以（て）五臓の本とす。飲食すれば、脾胃まづ是をうけて消化し、其精

液を臓腑におくる。臓腑の脾胃の養をうくる事、草木の土気によりて成長するが如し。是を以（て）養生の

道は、先（まず）脾胃を調（ととのう）るを要とす。脾胃を調るは、人身第一の保養也。古人も飲食を節にし

て、その身を養ふといへり。 

☆☆  病は口より入る 
 人生日々に飲食せざる事なし。常につつしみて欲をこらへざれば、過（すぎ）やすくして病を生ず。古

人「禍は口よりいで、病は口より入（いる）」といへり。口の出しいれ、常に慎（つつし）むべし。 

☆☆  聖人の飲食の法 
 論語（ろんご）、郷党篇に記せし聖人の飲食の法、是養生の要なり。聖人の疾（やまい）を慎（つつし）み

給ふ事かくの如し。法とすべし。 

☆☆  暖かきものを飲食し冷飲・熱飲を避けよ 
 飯はよく熟して、中心まで和（やわ）らかなるべし。こはく（硬く）ねばきをいむ。煖なるに宜し。羮（あつも

の）は熱きに宜し。酒は夏月も温なるべし。冷飲は脾胃をやぶる。冬月も熱飲すべからず。気を上（のぼ）

せ、血液をへらす。 

☆☆  飯の種々な炊き方と健康度との関係 
飯を炊（かし）ぐに法多（ほうおお）し。たきぼしは壮実なる人に宜し。餴（ふたたびいい）は積聚気滞

（せきしゅうきたい）ある人ある人に宜し。。湯取飯（ゆとりいい）は脾胃虚弱の人に宜し。粘り（ねば）りて糊

（のり）の如くなるは滞塞（たいそく）す。硬（こわ）きは消化しがたし。新穀の飯は性つよくして虚人はあし

し。殊に早稲（わせ）は気を動かす、病人にいむ。晩稲（おくて）は性かろくしてよし。  

☆☆  淡薄なる物を食べよ、肉は少量がよい 
 凡ての食、淡薄（たんぱく）なる物を好むべし。肥濃（ひのう）・油に（元の字は目偏に貮）（ゆに）の物多

く食ふべからず。生冷・堅硬なる物を禁ずべし。あつ物、只一によろし。肉も一品なるべし。飣（さい）は一

二品に止まるべし。肉を二（つ）かさぬべからず。又、肉多くくらふべからず。生肉をつづけて食ふべから

ず、滞（とどこお）りやすし。羹（あつもの）に肉あらば、飣（さい）には肉なきが宜し。  ＜以下次号に続く＞ 

 

 

将棋愛好会が発足以来 6 ヵ月が経過しました。 

昔、将棋が好きだった人、旧知の方々、お誘いの上「盛年の好敵手」 

との再会を期して、赤城俱楽部へお出かけ下さい。 

  香の格言 ・・・ 「香車は下段から打て」 

  桂の格言 ・・・ 「桂馬の高躍び歩の餌食」 

    問い合せ先 ： 栗原(0276-52-1913)、 荒井(0276-52-0803) 

将将棋棋をを指指ししててみみまませせんんかか  ⅣⅣ 
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No．２２７ （４） 

◇ お し ら せ ◇ 
 

 日時 場所 申込み、その他 

３月の囲碁愛好会 

（ ２３年度囲碁大会 ） 

３月１２日（月） 
９：３０～（16：00） 

赤城倶楽部 

会費 1０００円 

３月９日までに 
窪田秀治（0276-25-7158） 

星野安正（0270-74-2064） 

３月の麻雀愛好会 
３月８（木）、２２（木） 

９：３０～１７：００ 
赤城倶楽部 
会費 1０００円 

申込み 3/6 日、20 日まで  
荒井昭三（0276-52-0803） 
小林昌樹（0276-38-0964） 

３月の将棋愛好会  
３月１９日（月） 

９：３０～ 
赤城倶楽部 
(会費:無料) 

ご自由にご参加ください 

３月 
グラウンドゴルフ例会 

３月２６日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第５５回ゴルフ愛好会 
４月１０日（火） 
８：３１（集合７：５０） 

上武ゴルフ場 
締切 ３月２６日 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

４月のカラオケ月例会 ４月２日（月） 
１７：３０～２０：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 3 月 28 日まで 
大橋  浩（0276-52-3866） 
江川八郎（0276-52-1886） 

４月のパソコンサークル 
４月２日（月） 
１３：３０～１４：４５ 

労組会議室 ご自由にご参加ください 

４月の幹事会 ４月２日（月）１５：００～ 労組会議室 
＜頭の体操の答え＞ 
弟のはじめの貯金額をＸ円とする 

3Ｘ＋２０００＝２（Ｘ＋２０００） 

答え ２０００円 ３月の編集委員会 
３月２３（金） 

１３：３０～ 
労組会議室 
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：4 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 4 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 

4 月 3 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

平成２３年度は、３月１１日の東日本大震災・夏場の台風被害・平成１８年以来の豪雪と異常が続

いていますが、この冬の寒波では、特に高血圧症状のある人は体調管理が必要です。何故なら

ば、寒くなると個人差がありますが血圧が通常より２０～３０上昇します。 

自分も平成２２年１２月２５日に脳内出血で入院しました。この日も寒い日でした。 

よって、まだ寒さが続きますので、暖かいところから急に外に出たり、トイレ、風呂に入る時等に注

意するよう心掛けています。皆様も注意してこの冬を過ごしましょう。        高橋 勝美 記          

  

 

訃 

報 

小野  昇 さん （ 享年７１歳 ） 足利市助戸仲町 

１月１２日ご逝去されました。ご冥福をお祈りすると共にお知らせします 

 

 

 

 
大大小小ごご宴宴会会･･ごご会会食食  ５５２２－－００１１１１２２ 

＜頭の体操 ・・・ 中学校の数学問題です。方程式をたてて答えなさい。＞ 

はじめ、兄の貯金額は弟の貯金額の 3 倍でした。二人とも毎月 1000 円ずつ貯金したら 2 ヵ月
後には兄の貯金が弟の貯金の 2 倍になった。弟は、はじめいくら貯金があったか。 

（ このスペースに掲載する広告のスポンサーを募集しています。事務局、幹事までご相談下さい。） 



No．２２２２８８  

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

期 日 平成２４年４月２４日（火曜日）  

場 所 馬電 ゲストホール   （ 受付開始時間  １４：３０ ） 

内 容 

 

（１） 自由時間 (会員作品展、健康チェックコーナー、家電品 
分譲コーナー、などを準備します) 

１４：３０ ～ １５：３５ 

（２） 工場見学 （希望者） １５：００ ～ １５：３５ 

（３） 総 会 １５：４０ ～ １６：３０ 

（４） 記念撮影  (記念撮影終了後、散会) １６：３０ ～ １６：５５ 

（５） 懇親会  １７：００ ～ １９：００ 

会 費  
平成２４年度会費 ：３,０００円  懇親会出席者：男性 ３,０００円、女性 ２,０００円 

当日、会場で会費を徴収させて頂きます。（つり銭のないようにお願いします） 

（ 総会欠席者は、後日郵便振替用紙を送りますので、ご送金下さい ） 

（１） 車の方は当日正門で駐車場のご案内をいたします。雨天以外は正門前グランド又は、会社前 
パチンコ店跡地の予定です。 

（２） ＪＲ高崎線で来られる方は、次の列車に合わせ、熊谷駅南口に迎えの車が待機していますので 
ご利用下さい。 東京発 １３：４４ 熊谷着 １４：２３ (たにがわ４１３号) 

（３） 東武伊勢崎線利用の方は木崎駅にタクシーを配車。伊勢崎方面１４：１０、足利太田方面１４：４５ 

群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

  

2012-４-１ 

  

会員各位                       群馬菱の実会 会長  境野 賢治 

 

第２６回をむかえる本年度群馬菱の実会の総会を、下記の通り開催いたします。会員の皆様には、
万障お繰り合わせの上、ぜひご出席下さるようお願い申し上げます。 
今年度は例年までと同じく、総会終了後にはお楽しみの懇親会も予定しておりますので、あわせて

お知らせいたします。なお今回は、昨年度同様に受付開始時間を早めて１４：３０ とし、総会前に自由
時間を１時間ほど設けました。会員作品展や、工場見学、分譲コーナー、並びに会員同士の懇親を深
める場としてご活用頂ければ幸いです。是非お早めにお越し下さい。 
（同封の返信ハガキは、４月１２日（木）までに到着するようにご投函下さい。） 

 

 

 

喜寿の祝いに、素敵な花束をいただき、ありがとうございます。 
無芸小食の私は、年に数回の国内旅行を楽しみにしていましたが、 
最近は各地で自然災害が多発し、それどころではなくなりました。 
日頃災害の比較的少ない「上州、上の国」を感じ、テレビを見ながら、 
政治、経済を含む「日本の安定」を日々願っています。 

加勝  悟 

先日は喜寿のお祝いに素晴らしい花束を頂き有難うございました。 
平成七年に定年退職を致し、今日まで色々な想い出が有り、脳裏に 
浮かんで来ます。最近では、太田市の金婚祝いに招待され、参加す 
る事が出来ました。次の目標は、ダイヤモンド婚が迎えられる様に、 
健康に留意し妻と二人三脚で頑張りたいと思います。 
菱の実会の益々の発展と皆々様の幸多かれと祈念致し、今後とも、
宜しくお願い申し上げます。                 小池 孝司 

<おことわり> これまで祝喜寿のコーナーに、礼状と写真を掲載してまいりましたが、次回より、喜寿米寿をお迎え
になる方々のお名前を、「菱の実会だより」でご紹介する形と致します。ご了承下さい。 



No．２２８（２） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

今年は初代名人の大橋宗桂が江戸幕府から棒緑(給料)を支給された慶長 17年  
(1612年)からちょうど 400年だそうです。時が流れて明治 31年(1898年)に小野 
五平という人が 67歳の高齢で名人になられたとか。 (将棋世界 2月号)。  
現在の 67歳はまだまだ若い感があります。「楽しく一番指してみませんか!!」 
桂の格言 : 「桂は控えて打て」  銀の格言 : 「銀は成らずに好手あり」 

             問い合せ先 ： 栗原(0276-52-1913)、 荒井(0276-52-0803) 

将将棋棋をを指指ししててみみまませせんんかか  ⅤⅤ 

第１３回（平成 2３年度）囲碁大会 

３月１２日（月）に赤城倶楽部で、平成２２年度囲碁大会（第１３回）
を開催しました。今年度は過去最高の１３名が参加しました。対局
者を抽選で決めた後、昼食を挟んで４対局を行い、その得点（目
数で得点が違う）で順位を競いました。小川さんは久しぶりの優勝
でしたが、４戦全勝４００点という見事な優勝で一段に昇段します。 
来年も３月の第２月曜日に開催されますので、予定おきください。 

順位 氏 名 勝敗 得点 

優勝 小川   実  １級  ４勝０負  ４００点  

準優勝 窪田  秀治 三段  ３勝１負  ３１０点  

３位 白井  敬郎 五段  ３勝１負  ２９０点  

４位 星野  安正 三段  ２勝２負  ２１０点  

５位 伊沢昭一郎 五段  ２勝２負  ２００点  

６位 江川  八郎  ２級  ２勝２負  ２００点  

 

  

第６６回冬季グラウンドゴルフ大会 
順位 氏 名 ＨＤ ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 島  保夫 +1 76 2 12 

準優勝 平賀  一 +1 77 3 13 

３位 高橋勝美 0 77 3 8 

４位 久保田舜 0 83 0 14 

５位 白井敬郎 0 85 2 10 

６位 小澤永一 +5 86 2 8 

７位 井上征光 +1 86 1 13 

 冬季グラウンドゴルフ大会が２月２０日（月）利根グラウンドゴルフ場で２０名の参加で行われました。今回はみょうぎ
コースが芝養生のため使用できないため、あかぎコース、はるなコースを各２周の３２ホールで熱戦がくりひろげられ
ました。結果は接戦を制した島 保夫さんが優勝しました。次回の第６７回春季大会は、５月２１日（月）の予定です。 

 

 

答は４頁に 

第８回 カラオケ大会 
順位 氏 名 曲 名 採点 

優勝 大橋  浩 女に生まれて 91 

準優勝 根岸利喜蔵 君は心の妻だから 90 

３位 野村 隆一 夢追い酒 90 

４位 堀米 延秋 くちなしの花 89 

５位 江川 八郎 イヨマンテの夜 87 

６位 境野 賢治 涙そうそう 87 

７位 永沼  進  伊豆の雨  86 

 

 

平成２３年度第８回カラオケ大会を、３月５日（月）に「カラオケ本舗・まねきねこ尾島店」で実施しました。平成２３年度
の活動も会員・幹事のご協力で、月例会：８回、大会：４回を開催し、参加人数：前年度１５２名→今年度は１８５名で、
無事大盛況の内に終了することが出来ました。ありがとうございました。今回の採点結果は、唄のうまい人が多い中、
第８回でやっと優勝させて頂きました大橋です。来年度は、今年度同様に良いことはどんどん取入れ、楽しい活動に
して行きたいと思います。次回の月例会は、４月２日（月）開催予定です。 



   No．２２８ （３） 
     
 

 

                  

  

 

● 今月の【 細野水彩画廊  】：『 春満開 』    ●【 須永写真ギャラリー 】：『 山里の古桜 』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2012-04.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2012-04.pdf 

【 会員投稿 】 

 

家庭菜園から興じて地場産直売場へ        大谷 清輔 

馬電のあるご当地尾島は、野菜の産地であることは皆さんご存知の通りです。小生在職中から家庭菜園
を耕し、少々の野菜を作っていました。退職後は外で太陽に十分に当たり体を鍛える。そして、いろいろ
なおいしい野菜を作り食べ、健康を維持する思いで。家の前の畑を大きく借り、農機も入れ「1年 1作、有
機肥料主体、農薬をできるだけ使わない」で、野菜作りをはじめました。 

野菜作りのたのしみは、蒔いた種が芽を出し、太陽の恵みを受けながら日々成長して行く、自然の力の
姿を見られること。野菜のもっている力を十分に発揮出来るよう手助けし、立派な姿のものに仕上がり、食
味にすぐれているもの（当然栄養素も十分含まれている）が出来たときの喜びです。 

出来た野菜は、食べきれず多くの知人にあげていましたが、それでも有り余って畑の肥やしにしていまし
た。みなさん旨いといってくれ、中には直売場まで紹介してくれる人もいました。評判がよいので一念発
揮、自分の好きな日に出荷出来る直売場を探しました。幸いスーパーの地場産直売場で扱っているとこ
ろが見つかり、以来 4 年、虫が少なく農薬のいらない、雑草の少ない時期、価格の安定した 12 月～5 月
に出荷しています。出荷者の中には退職者が結構いまして、挨拶を交わすうち知り合いとなり、情報交換
しながら、良い意味で競いあっています。みなさん、新品種をいち早く出したり、作り方にいろいろ工夫を
凝らしたり、朝取りで鮮度を良いもの等、こだわりの商品を出しています。小生もかき菜より、相当うまい菜
を探しました。「うまみ菜」名で 4月より、又昨年 
栄養価が高く人気の出たビーツ（イタリア産種） 
を 5月に出荷（アバンセ薮塚、東）します。 
興味のある方は食してみてください。 

  

＜野菜に適した尾島の土地の解説＞  

地質は 2 種類あり、南側と北側に分かれて東西に 
細長く形成されています。南側の土地は利根川の 
氾濫によって出来た氾濫低地、土質は肥えた砂質 
壌土で野菜全般の栽培に適しています。 特に根深
野菜に適し、ヤマト芋の産地で有名です。 北側の
土地は、6 世紀に榛名山が噴火し、火山灰 で利根
川がせき止められ、やがて崩壊し、その土砂 が伊
勢崎市の市街地から岩松地区まで堆積しまし た。
そして旧境町と境界の早川以東は尾島台地と 呼ば
れています。この地質は一般の関東ローム層 とは
違い地質が細かく地力がありさらに尾島地区で は
その上に利根川の氾濫で肥えた土がまじり、葉 物
野菜に良い土地が作り出されました。太田、足利 
市場では岩松ホーレンソウが有名で、一般産地物よ 
り高い値段で取引されています。  

江戸時代の「食のはなし」 ☆☆ 飲食とも控えめにせよ      ほあけぼちいあ の「つれづれのまま」  

凡ての食、淡薄（たんぱく）なる物を好むべし。肥濃（ひのう）・油に（元の字は目偏に貮）（ゆに）の物多く食ふ

べからず。生冷・堅硬なる物を禁ずべし。あつ物、只一によろし。肉も一品なるべし。飣（さい）は一二品に止ま

るべし。肉を二（つ）かさぬべからず。又、肉多くくらふべからず。生肉をつづけて食ふべからず、滞（とどこお）

りやすし。羹（あつもの）に肉あらば、飣（さい）には肉なきが宜し。                 ＜ 続 く ＞ 
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◇ お し ら せ ◇ 
 

 日時 場所 申込み、その他 

４月の囲碁愛好会 
４月９日（月） 
９：３０～ 

赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

４月の麻雀愛好会 
４月１２（木）、２５（水） 

９：３０～１７：００ 
赤城倶楽部 
会費 1０００円 

申込み 4/10 日、23 日まで  
荒井昭三（0276-52-0803） 
小林昌樹（0276-38-0964） 

４月の将棋愛好会  
４月１６日（月） 

９：３０～ 
赤城倶楽部 
(会費:無料) 

ご自由にご参加ください 

４月 
グラウンドゴルフ例会 

４月２３日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第５５回ゴルフ愛好会 
４月１０日（火） 
８：３１（集合７：５０） 

上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

５月のカラオケ月例会 ５月７日（月） 
１７：３０～２０：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 4 月 28 日まで 
大橋  浩（0276-52-3866） 
江川八郎（0276-52-1886） 

５月のパソコンサークル 
５月７日（月） 

１３：３０～１４：４５ 
労組会議室 ご自由にご参加ください 

５月の幹事会 ５月７日（月）１５：００～ 労組会議室 

 
４月の編集委員会 

４月２３日（月） 
１３：３０～ 

労組会議室 
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：5 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 5 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 

5 月 8 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

 先月号（２２７号）の「幹事＆愛好会 研修会報告」の記事にあった通り、今年は囲碁愛好会から
も有志が参加しました。定例会のメンバーに呼びかけたところ、なんと６名も集まり、初日の午後半
日と会食後、そして、翌日も研修会の合間を縫って朝食・昼食の前後に一試合と囲碁三昧の充実
したひと時を過ごしてきました。ホテルには、碁石・碁盤が備品として用意されており、無料で使用
もできました。更に、今月号掲載の通り１２日の大会では過去最高の１３名が参加と、盛り上がりが
感じられます。 
来年の研修会には、昨年発足した将棋愛好会の皆さんも、是非参加していただき、さらに充実し
た賑やかな研修会にしたいものです。                           窪田 記        
  

 

 

上武国道沿い粕川地区（旧尾島町役場の近く）。規模：２０,５１６平方メートル 駐車場：小型車１２６台 
大型車４０台。農産物展示即売コーナーでは、 次の菱の実会員７名の方が出店エントリーしています。 
近くへ来た時には立ち寄ってぜひご利用下さい。 

相澤公雄さん、 大谷清輔さん、 関口 宏さん、 依田幸雄さん、 他３名 
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役員名 氏 名 役割分担、担当 

会   長 二宮平太郎 菱の実会統括、菱の実会だより編集・発行責任者 

副 会 長 上村 統久 だより編集担当、 群馬菱の実会名簿管理担当 

事務局長 高柳 静雄 事務統括、 だより編集委員、親睦旅行リーダー 

会   計 ・生田 三郎 （だより編集委員、親睦旅行担当） ・境野 利夫（だより編集委員、親睦旅行担当） 

事務局幹事 ・中庭   徹 （慶弔関係担当）  ・井上 佳久 （だより編集委員、ボランティア担当） 

幹   事 

 

 

 

 

・竹沢  宏 （ゴルフ会リーダー）  ・関根詔三 （ゴルフ会担当）  ・川口 博 （ゴルフ会担当） 
・島  保夫 （グラウンドゴルフリーダー）   ・平賀  一 （グラウンドゴルフ担当） 
・大橋  浩 （カラオケ会リーダー、親睦旅行担当）  ・江川八郎 （カラオケ会担当、親睦旅行担当） 
・星野安正 （囲碁会リーダー）  ・窪田秀治 （囲碁会担当）    ・荒井昭三 （麻雀会リーダー） 
・小林昌樹 （麻雀会担当）    ・栗原正吾 （将棋会リーダー）  ・野村隆一 （将棋会担当）   
・篠崎辰夫（だより・ＨＰ編集作成、パソコンサークルリーダー）  ・細野孝雄（パソコンサークル担当） 

会計監査 ・窪田 秀治  ・高橋 勝美   

顧   問 境野 賢治  

群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

  

2012-５-１ 

【 平成２４年度群馬菱の実会 役員 】 総会でご承認頂いた今年度役員をご紹介します 

 

４月２４日「青い山脈」の大合唱が流れ、「群馬菱の
実総会」をお開きする事が出来ました。 

会員３８２名の内、１６０名の方が総会に出席、２年
ぶりの懇親会には８４名の参加、久しぶりの笑顔が飛
び交う楽しい一時が展開されました。 

昨年と同様、総会前の時間に会員相互の交歓でき
る時間を設けたり、社分販売コーナー、健康自己診断
設備を設置致しました。又昨年で三菱電機労組群馬
支部「５０周年記念ＤＶＤ」の懐かし映像もご覧頂けま
した。懇親会場には会員の方々の力作が展示され多
方面でのご活躍を偲ぶ事が出来ました。 

今年は出席の皆様にそれぞれ名札をつけて、ど忘
れ激しい年頃をカバーしました。お陰様でいつもに増
して会員相互の交流が円滑になったと思っております 

本年の総会では 「菱
りょう

寿
じゅ

」という言葉が生まれまし
た。８５歳を迎えられた群馬菱の実会員を「終身名誉
会員」として原則年会費を免除、永く私達後輩の範
になって頂けるよう、ご壮健・ご長寿を祈念する事と
致しました。 
懇親会では久しぶりに組合・会社幹部の方を交

え、会員相互の有意義な懇親が図れました。カラオ
ケ合唱、「阿波踊り」も飛び出し、大いに盛り上がった
懇親会となりました。 

次年も本年同様の企画で総会を実施致します。 
有意義な総会と楽しい懇親会、作品展等、会員皆様
がご健勝で多くの方にご参加下さる事を心よりお願
い申し上げます。 
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【 新入会員紹介 】 

 

中里 正史さん（平成２４年１月入会）  藤岡市本郷 

 

 

安田 佳則さん（平成２４年１月入会） 太田市台之郷町 

 

間々田 欽一さん （平成２４年２月入会） 太田市南矢島町 

 

 

 

この度、菱の実会に入会致しました中里正史です。諸先輩の方々、同僚、後輩に
支えられ無事定年を迎えられた事を感謝しております。これからも菱の実会員とし
てお世話になりますがよろしくお願い申し上げます。 
〈 経歴 〉 
・1969年４月 馬電入社(藤岡工場) モーター、クリーナ本体組立、光 P/U組立等 
・1989年 5月 モーター移管によりMHK出向 
・1972年 5月 ジャー炊飯器移管により(MHK藤岡工場) 
・2011年 3月 定年退職 

定年退職を機に単身赴任生活に終りを告げ、実家へ戻って早や２年が過ぎようと
しています。退職後の日々はブログをしたり、拙い絵を描いたり、絵友との絵手紙
交流などで過ごしております。想い起せば、１９９９年３月、馬電を離れて以来、皆
様とお会いする機会もないまま、１３年というつきひ年月が過ぎました。この度「菱
の実会」のお誘いを頂き、お仲間に加えて頂くことになりましたので、よろしくお
願いいたします。 
・1969年４月 群馬製作所 入社    ・1978年６月 計算機製作所 転任 
・1980年６月 群馬製作所  転任   ・1995年 6月 PHS事業センター転任 
・1999年 3月 移動通信統括事業部 転任  ・2002年 4月 モバイルターミナ
ル製作所 転任  ・2005年 11月 三菱電機ホーム機器株式会社 出向 
・2007年 4月 本社リビングデジタルメディア事業本部転任 
・2010年 3月 定年退職 

  始め 期間 仕事内容 その他 

1 1970/4 2ヶ月 ｸﾘｰﾅｰﾓｰﾀｰ検査   

2 1970/7 10年 電子計算機・磁気ﾃﾞｨｽｸ・SS用POS 計電転任 

3 1980/7 4年2ヶ月 電子ﾚﾝｼﾞ・ｼﾞｬｰ炊飯器の制御   

4 1984/10 3年6ヶ月 CD ﾌﾟﾚｰﾔｰの開発・製造 INS本出張 

5 1988/4 6年10ヶ月 光ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟの開発・製造   

6 1995/2 2年5ヶ月 24時間風呂の開発試験   

7 1997/7 6年10ヶ月 蛍光ﾗﾝﾌﾟ出荷検査、品質改善 ｵｽﾗﾑ･ﾒﾙｺ 

8 2004/5 約8年 IH ｸｯｷﾝﾝｸﾞﾋｰﾀｰ市場ｸﾚｰﾑ対応 ＭＨＫ 

 

 

私は三菱電機に入り、上記のようにいろんな製品を担当させてもらいました。仕事はそれぞれ大変なことが多く
ありましたが、今思えば懐かしい思い出ばかりです。今後は皆様の仲間に入れていただき、趣味のゴルフ・卓球
などをし、楽しく過ごして行きたいと思っています。よろしくお願いいたします。 

内藤  昭さん （平成２３年８月入会）  東京都立川市 

 

 

退職後暫らくブランクがありましたが、この度お世話になっていた馬電の菱の実会
に遠隔地から入会させて頂きました。宜しくお願い致します。 
＜私の経歴＞ 
 ・１９６８年４月 入社、相電配属。１９９３年６月、静電空調セ転任 。１９９４年６月馬
電転任。１９９７年６月三菱電機照明転籍。 ２００１年、本社経由照明学会理事就任。
２００３年退職。相電ではコンピュータ関連機器事業化、静電では空調機要素技術、
馬電では給湯システム関連事業、三菱電機照明では照明器事業等を担当し、学会
役員を経て退職しました。退職間際は三菱電機から離れていたので情報が伝わら
ず入会が遅れました。懐かしい馬電に舞い戻った気持ちです。 

祝祝
長長
寿寿  

喜寿 

おめでとうございます。 

瀧 亀三郎 様 太田市南ヶ丘町 ５月２日 

権田 智江 様 太田市尾島町 ５月４日 

真下 富雄 様 太田市東矢島町 ５月１８日 
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順位 氏 名 GRS NET 

優勝 田口 勝也 84 72.0 

準優勝 長谷川正男 93 72.6 

３位 岡部  勇 87 72.6 

４位 竹沢  宏 81 72.6 

５位 田畑  浩 91 73.0 

６位 萩原十四夫 78 73.2 

７位 坂田  修 84 73.2 

● 今月の【 細野水彩画廊  】：『 シンガー』    ●【 須永写真ギャラリー 】：『 芽吹き 』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2012-05.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2012-05.pdf 

【 会員投稿 】 

 

俺の一言                 山田 好一 

俺は昭和１８年生れの６８歳、親父は２９歳のままで俺より年下、理由は、親父は戦死で母とは結婚生活
８ヶ月だったそうだ。だから俺は一人っ子で母ちゃんと婆ちゃんに育てられた戦争被害者の孤児だった。 
 俺が小学校３〜４年生頃、「俺には何で親父ガイネンダ」、とか「俺には何で兄弟がイネンダ､」といって母
ちゃんをイジメタ（知っているのに）。 
 母ちゃんはプレス工場で働いたり、自転車の卸店で働いたりしていたが、俺が腹が減ると残り少ない麦
飯を全部食っちゃんたんだから母ちゃんは帰ってきても飯は無い。こんな生活だった事を常に覚えている 
 ある時、俺が５〜６年生の頃、この人が是からお前の父ちゃんだよ、と言われ眼鏡の叔父さんが来た。俺
は一生懸命この叔父さんに尽くした。「お父ちゃん、お父ちゃん」と言って、魚釣りに連れてって貰ったり親
戚周りをしたりして、俺はこの人になつく努力を子供ながらした。数年後母ちゃんが鏡台の前で泣くように
なった。俺には分からない、でもこの人に尽くした。しかし父ちゃんとした人は出て行った。俺はチョットう
れしかった。母ちゃんは俺のものに戻った。 
 最近になって初めて知ったのが、あの人は家で紹介した、しかし子供がなつかなかったのが理由だった
らしい。子供とは俺だよ。 
 戦争孤児、辛い者だよ、親父の教育は知らない、兄弟の味も知らない、こんな家庭はどこにもあるだろう
が、実は大変寂しい事､推にも分からない、判断が出来ない、つまらなく頭にくる。こんな俺が結婚したら
子供が男の子、俺には教育が出来ない事に気がつき子供達にあやまった事があった。 

 今は、太田市遺族会で同じ仲間と一輪に頑張っている。分会長に任命されたが、難しすぎて２年で一般
会員に戻り頑張っている。一昨年と昨年で２回目になったが戦争の悲惨さを後世に伝えるための行事、第
二回を新田のエアリスホールで開催し、色々情報が聞かされ物知りになれた。 
 今の俺は戦争の話、再婚の話は興味が無い。昔チョコレートが欲しくて近くに居た外人に近づいたりし
ていた時母ちゃんにえらく怒られた。 「父ちゃんはアメリカ人に殺されたんだから行くんじゃない」と怒ら
れた。母ちゃんは辛かったんだとシミジミ思う。もう少し親孝行をしたかったと反省の毎日。もうおそい。俺
は夫婦で親の分まで、それ以上に長生きをする事と、老後を楽しく噛みしめながら、ゆっくりと生きて行く
事にした。家族と友達と一緒に明るく。 では。 

           

 

 

４月１０日（火）に上武ゴルフ場に於いて、第５５回菱の実会ゴルフ大会を実施しました。当日は快晴で気温も上
がり風も弱く、満開の桜と菜の花を見ながら、最高のコンデションの中実施出来ました。今回は佐藤英二さん、
間々田欽一さん、後藤完二さん、中里正史さんの４名の方に初参加をして頂き、合計４０名と大勢の方に参加し
て頂き実施しました。コンペの結果は田口勝也さんが念願の初優勝をしました。皆様のご協力に心より感謝申
し上げます。次回の大会は、６月５日（火）に予定しています。（上武ゴルフ場） 

将将棋棋をを指指ししててみみまませせんんかか  ⅥⅥ 
中国を経て奈良時代に日本に伝わったボードゲームと言われる囲碁・ 
双六・将棋は、平安時代には「三盤」といい、貴族のたしなみとされて 
いたそうです。江戸時代になり家康が囲碁・将棋とも、家元制を作つた。 
将棋では、大橋宗桂が初代家元となり、大橋本家、大橋分家、伊藤家 
の御三家が誕生したとのこと。(日本人の 100人徳川家康から) 

銀の格言 ・・・ 「銀は千鳥に使え」   

香車の格言・・・「香車は下段から打て」(相手の歩切れの時に効果あり) 
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第第５５５５回回  ゴゴルルフフ愛愛好好会会ココンンペペ報報告告 



No．２２９ （４） 

◇ お し ら せ ◇    

行 事 日時 場所 
申込み、他  

℡に市外局番のないものは 0276です 

５月の囲碁愛好会 
５月１４日（月） 
９：３０～ 

赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

５月の麻雀愛好会 
５月１０（木）、２４（木） 

９：３０～１７：００ 
赤城倶楽部 
会費 1０００円 

申込み 5/8 日、22 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

５月の将棋愛好会  

（第一回将棋大会） 
５月２１日（月） 

９：３０～ 
赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

第６７回春季 
グラウンドゴルフ大会 

５月２１日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

（雨天中止、翌月開催） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:５００円) 

申込み: 5 月１７日 
島  保夫 （52-0889） 
高橋 勝美 （52-0398） 

第５６回ゴルフ愛好会 
６月５日（火） 
９：３４～（集合 9 時） 

上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

６月のカラオケ月例会 ６月４日（月） 
１７：３０～２０：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 5 月 28 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

６月のパソコンサークル 
６月４日（月） 

１３：３０～１４：４５ 
労組会議室 ご自由にご参加ください 

６月の幹事会 
６月４日（月）１５：００

～ 
労組会議室 

 
５月の編集委員会 

５月２１日（月） 
１３：３０～ 

労組会議室 
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：6 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 6 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 

6 月 5 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

  
 

昨年の東日本大震災以降、自然災害（とりわけ地震）に対する国民の関心が高まってきているようですが、

ここ群馬は大きな地震の少ない所ときいている。先般新聞でそれを裏付けるデータをみた。気象庁の統計

によると、過去８６年の間に群馬で震度４以上の揺れを観測したのは４５回。関東甲信越１０都県で最も少な

いそうである。一方東京では５０８回と群を抜いて多いとのこと。そして、地震保険の基本料率も群馬県は、

全国で最も安い「一等地」に分類されているとのこと。一方「群馬は地震が少ない」との認識が県民にひろが

っているためか、地震保険の加入率（１０年度末）は 12.8％と全国平均の約半数で、沖縄・長崎・島根に次

いで４番目に低いそうである。しかし、平安時代の国史には、震源が県内近くで起きた地震で、大きな被害

が出た記述もあるようです。「備えあれば憂いなし！」出来るだけの備えはしたいものです。    高柳 記 

訃 

報 

 大橋 秀雄 さん （ 享年８７歳 ）  愛知県稲沢市平和町 

３月１５日ご逝去されました。 ご冥福をお祈り申し上げます。 
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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

  

2012-6-１ 

 

社内報「菱風４月号」（内田所長の従業員向けご挨拶）から抜粋してご紹介いたします。 

東日本大震災直後の混乱の中でスタートした 2011年度も終了し、新たに 2012年度を迎えました。 

2011 年度は東日本大震災の逆境の中で馬電として 4 年連続の黒字化を果たすべく、従業員の皆さ

んには大変なご努力をしていただきました。 

特に工作現場の皆さんには 4、5 月の部品調達がままならない中での生産調整、6、7 月の部品調達

にめどがついた後の早出出勤での増産対応、その後の販売回復が遅れる状況を踏まえた減産、そ

して年明け以降の生産調整、と急激な増減産へのご協力に対して厚くお礼申し上げます。 

しかしながら震災以降の電力需給、電気料金値上げ等に対する不安感もあり、「オール電化」に対す

る逆風は現在もなお収まる気配はなく、2011 年度の馬電の経営実績は前年対比で大きく落ち込む

結果となりました。このことに対してまずはお詫びを申し上げるとともに、今年度は必ずや V字回復を

果たすことを改めて皆さんと確認し合いたいと思います。 

 さて、これから 2012年度を迎えますが、「Jump Up馬電」～QCDのワンランクアップにチャレンジ～

というキャンペーンは、いよいよ 2年目の最終年度に入ります。 

 基本方針として掲げた、①「高品質体制の確立」、②「高収益体質の確立」、③「倫理・遵法、安全・

品質第一の徹底」の各項目に関して仕上げの年として徹底的に取り組み、必ずや馬電のＶ字回復を

成し遂げたいと思います。 

≪中略≫ 

 また、「Change Challenge GUNMA 」キャンペーンは 2 年あまり実施してきましたが、まだまだ全体

的に「Change」すること、「Challenge」することに及び腰のように感じます。 

 昨今の様に市場環境の急激な変化に対しては、まずは自らをそして馬電を変化させなければ市場

の競争に勝つことは出来ません。今年度もやり方を変えて「Change Challenge GUNMA」キャンペー

ンは継続します。ぜひとも皆さんの果敢な「Change」、「Challenge」を期待しています。 

 1 年前の全体集会では「嵐の中の船出」であると申し上げました。1 年経って暴風雨は収まりました

が、依然として我々の前には「反オール電化」という大きなうねりの波が、我々の行く手に立ちはだか

っています。しかしながら厳しいのは他社も同じであり、「ピンチはチャンス」でもあります。 

 今回の震災は、馬電事業が安定し軌道に乗ってきたという、手応えを感じつつあった我々馬電に

与えられた大きな試練だと思います。この試練を馬電従業員全員の力で乗り越えていかなければな

りませんし、乗り越えた先には隆々たる馬電の姿が見えてくるはずです。 

 今年度まさに Jump Upするべく、全員がワンランク高い目標にチャレンジして、必ずや V字回復を

成し遂げましょう！ 

≪２０１２年度トピックスのご紹介≫ 
２０１２年９月２６日（水）～２８日（金）に掛けて、「第６６回全社監督者大会」が馬電にて開催されます。 
本大会の馬電開催は３４年前の１９７８年以来２度目であり、一歩会（班長自主研）による出し物である
八木節の披露を始めとして、当所らしさを存分に全社へアピールする所存です。 

＜菱の実会より＞ 上記のように、今馬電では、東日本大震災以降の反オール電化という大きなう
ねりの波に全所一丸となって立ち向かっています。我々菱の実会員としても、この難局を乗り切るた
めに、「ｂｕｙ＆ｓｅｌｌ給湯機」などで出来る限りの協力、応援をしようではありませんか。 
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【 新入会員紹介 】 

 
石川 茂雄さん（平成２４年１月入会） 邑楽郡明和町江口 

 

〈 経歴 〉  
 ・１９５９年４月 馬電入社 同年工具課 
・１９８６年７月 情報機器製造部工作課 
・１９９５年６月 PHS事業センター生産システム課 
・２００４年３月 退職 

 

小林 英世さん（平成２４年１月入会） 太田市鶴生田町 

 

細堀 隆弘さん （平成２４年３月入会） 太田市高林西町 

 

このたび、菱の実会に入会しました石川茂雄です。これから諸先輩方にお世話に 
なります。よろしくお願い致します。 
〈 経歴 〉  ・１９７０年４月 馬電入社  ・１９７１年３月 工作第一課回転機係 
・１９８１年３月 工二課石油ファンヒーター係 ・１９９４年１２月 菱馬テクニカ出向 
・１９９８年６月 工作課組立係  ・２０１０年 給湯機器製造部工作課 
・２０１２年３月 定年退職 
鶴の先明和町から 42年間通い勤め上げること加出来ましたのも、諸先輩方のご指
導のお陰と感謝しております。第二の人生のお導きをよろしくお願い致します。 

このたび、菱の実会に入会しました小林英世です。これから諸先輩方にお世話に
なります。よろしくお願い致します。 
〈 経歴 〉  ・１９７０年４月 馬電入社  ・１９７１年３月 部品工作課 
・１９８７年９月 工作課プレス係 ・１９９８年６月 暖房アメニティ営業課 
・２０１１年４月 工作課プレス加工係  ・２０１２年３月 定年退職 
無事 42年間通い勤め上げること加出来ましたのも、先輩方のご指導の賜物と感
謝しております。第二の人生もご指導をよろしくお願い致します。 

 

服部 次男さん （平成２４年３月入会） 邑楽郡大泉町寄木戸 

 今年度より群馬菱の実会に入会します服部次男です。宜しくお願い致します。退職後
は、妻と一緒に孫の面倒をみながら、少しではありますが家庭菜園等をして1～2年は
過ごしたいと思っております。また今まで子育てであまり旅行等行けなかったので、今
後は計画を立てて妻や家族と旅行に行きたいと思っております。 
〈 経歴 〉  ・１９６７年３月 馬電入社  ・１９６８年３月 生産技術課工具係 
・１９９１年７月 工具係班長就任  ・１９９９年１０月工具係係長就任 
・２００４年２月 給製部工作課板金加工係長  ・２０１０年 改善推進G 
・２０１０年７月 安全衛生推進者  ・２０１２年３月 退職 

 

喜寿 おめでとうございます。 関口 宏  様 太田市世良田町 ６月２７日 

 

祝長寿 

 

 

江戸時代の「食のはなし」                ほあけぼちいあ の「つれづれのまま」 

☆☆  飲食とも控えめにせよ                    

 飲食は飢渇をやめんためなれば、飢渇だにやみなれば其上にむさぼらず、ほしゐままにすべから

ず。飲食の欲を恣（ほしいまま）にする人は義理をわする。是を口腹の人と云（いい）いやしむべし。食

過ぎたるとて、薬を用ひて消化すれば、胃気、薬力のつよきにうたれて、生発の和気をそこなふ。おし

むべし。食飲する時、思案し、こらへて節にすべし。心に好み、口に快（こころよ）き物にあはば、先ず

心に戒めて、節に過（すぎ）んことをおそれて、恣（ほしいまま）にすべからず。   

☆☆ 半沸の湯を飲むな 

湯は熱きをさまして、よき比（ころ）の時のむはよし。半沸（はんわき）の湯をのめば腹はる。＜ 続く ＞ 
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● 今月の【 細野水彩画廊 】:『ノイシュバンシュタイン城』  ●【 須永写真ギャラリー 】:『 春雨 』 

 

会
員
投
稿
の
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
の
未
掲
載
原
稿
は
、
三
件
で
す
。
引
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2012-06.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2012-06.pdf 

  

  
「歌声喫茶奮戦記」        細野孝雄 

キーボードひとり演奏のボランティア楽団「歌声メッセンジャー」を主宰して早６年、ライブ累計も 230 回
超になったが、発想のビジネスモデルは、学生時代に楽しんだ渋谷や新宿の「歌声喫茶」。店の客に小
さな歌詞集を配り、おじさんが奏でるアコーディオンのメロディーに皆が声を合せて楽しく歌う青春時代
の思い出を、やろう、きっと自分も、歌っている皆も楽しい筈だ。そして、楽器は数台分の音色とリズムと
が一台で奏でられ、音にボリューム感のあるキーボードを選んだが、基本はピアノと同じ。学生時代に
真面目に習ったピアノが定年後の今生きている。「歌声喫茶」システムには隠された演奏者側のメリット
がある。それは、予め歌詞集を配るので、曲目を限定できる、皆一緒に歌って貰える、歌も覚えて貰え
る、だから一体感と満足感を得て貰える等など。いつか本物の喫茶店でやってみたいと思っていた。 

願うことは叶うもので、幸せは向こうからやって来た。2011年 8月 2日（火）に太田市鳥山中町の喫茶店
「かぜくら」で実現した。この日は所属する上毛水彩画会夏季小品展覧会の初日で、喫茶店の営業時
間中にミニコンサートをやってくれと頼まれた。この開催予定記事は上毛新聞や太田タイムス等に載っ

たので、「喫茶店かぜくら」には「どんな演奏をやるのか？」との問合せが結構あったと店主の話。歌詞
集作り・演奏・司会進行・音響等は自分でいつもの通りやれば良いので、一番苦労したのは選曲。そし
て初めての本当の「歌声喫茶」だから、いとしいあの時代の原点に戻るべしという事で、ロシア民謡(歌
謡)主体に夏の定番ハワイアン＋α、に落ち着いた。右表は当日のプログラム。 

プログラムには大型曲を入れたかったので、貧乏絵描き(我々を代弁)と女優の歌 

「百万本のバラ」、混声合唱の名曲「アムール河の波」の 2曲を入れた。楽譜探し 
と歌詞集作りは順調に思われたが、「アムール河の波」の楽譜だけは東京の丸善 
や山野楽器まで探したけど入手できず、遂にユーチューブを聴いて楽譜化する 
はめに。所が悪い事は重なるもので、「アムール河の波」が特に良かったので楽 
譜が欲しいと客中のギター愛好家が出る始末。やむ得ず我流編曲の楽譜である 
ことを了解の上でコピーをあげたり。 

会場はご存知の方もおられようが、良くイベントを行う喫茶店で、当日の客には 
若干の絵の仲間も居たが、多勢は喫茶店の普通のお客さんで各々400円也の 
コーヒー等を自腹で飲みながら歌って盛上ってくれていた。私はいつもの調子で 
でも結構真剣に、客の反応を見ながら１時間半の演奏時間を全うし、念願の本 
物の歌声喫茶デビューを果たした次第。バンザ～イ！ 
けど、喜んでばかりいられない、今夏もやるはめに。今年のテーマは何にしよう 
か？。 

  

1 百万本のバラ 

2 ステンカラージン 

3 ともしび 

4 トロイカ 

5 カチューシャ 

6 アムール河の波 

7 山のロザリア 

8 北上夜曲 

9 浪路はるかに 

10真珠貝の歌 

11サンゴ礁の彼方 

12幸はここに 

13アロハオエ 

14マイウエイ 

アンコール数曲 

素敵な美人が目の前で 写真の一番奥が舞台で、演奏中の筆者と歌う客達 



No．２３０ （４） 

◇ お し ら せ ◇    

行 事 日時 場所 
申込み、他  

℡に市外局番のないものは 0276です 

６月の囲碁愛好会 
６月１１日（月） 
９：３０～ 

赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

６月の麻雀愛好会 
６月１４（木）、２８（木） 

９：３０～１７：００ 
赤城倶楽部 
会費 1０００円 

申込み６/12 日、26 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

６月の将棋愛好会  
６月１８日（月） 

９：３０～ 
赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

６月の 
グラウンドゴルフ例会 

６月１８日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
(雨天中止) 

第５６回ゴルフ愛好会 
６月５日（火） 
９：３４～（集合 9 時） 

上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

７月のカラオケ月例会 ７月２日（月） 
１７：３０～２０：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 6 月 28 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

７月のパソコンサークル 
７月２日（月） 

１３：３０～１４：４５ 
労組会議室 ご自由にご参加ください 

７月の幹事会 
７月２日（月） 

１５：００～ 
労組会議室 

 

６月の編集委員会 ６月２５日（月） 
１３：３０～ 

労組会議室 
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：７月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは７月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 

７月３日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

  
 
神谷さんの日展入選作品や、総会の時の「会員趣味の作品展」の展示作品、そして菱の実だより

の投稿記事などを見るにつけ、日頃の皆さんの意欲的な活躍に感動し、励まされています。 
７１歳で日本史上最年長の五輪出場を掌中にしている法華津選手 (馬術)は、競技を続ける動機
に、「今でも少しずつうまくなっている」ことを挙げていました。“もっと上達したい”、“もっと楽しみた
い” という動機づけが大事です。この菱の実会だよりが、皆さんの動機づけのひとつのきっかけに
でもなればと願っています。これからも皆さんの投稿をよろしくお願いいたします。  
 『 「成長」を手放さない限り、人は青春を生きられる 』                   篠崎 記 
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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ （群馬菱の実会ホームページ） 

  

2012-7-１ 

祝長寿 

喜寿 おめでとうございます。 
小川  実  様 太田市泉町 7月 4日  

小林  寛  様 邑楽郡大泉町 7月 7日 

 

「群馬菱の実会ホームページ」をリニューアルいたしました。 

群馬菱の実会ホームページは、月刊機関紙「群馬菱の実会だより」を、ネット上で見ることを主目的に、 
平成１７年１０月に開設いたしました。その背景には、厳しい会財政運営から、郵送料や印刷代等を少し
でもカットしようという狙いもありました。その後順次コンテンツを追加、拡充し、歌あり笑いあり、そして為
になる情報満載の楽しいウェブページとしてネット読者にご利用頂いております。 

＜群馬菱の実会ホームページの内容＞ 
１．当月の「群馬菱の実会だより」の閲覧 ・・・ カラーで綺麗に、見易い大きさにしてご覧頂けます。 
２．過去の「群馬菱の実会だよりバックナンバー」の閲覧 ・・・ 創刊第１号からすべてご覧頂けます。 
３．菱の実会行事の記録映像 ・・・ 親睦旅行や総会などの写真、ビデオムービーをご覧頂けます。 
４．会員の趣味の作品を掲示 ・・・ 油絵、水彩、写真、ビデオなどの会員自慢の作品発表の場です。 
５．「歌と笑いのエンタメ編」・・・ カラオケ、新曲、話題曲、懐メロ、演芸などの動画をご覧頂けます。 
６．「パソコン活用レッスン」 ・・・ パソコンのいろいろな楽しみ方をお届けしています。 
７．「パソコンサークル」のページ ・・・ メンバーの個人ホームページを紹介しています。 

今回のリニューアルで、新たに「１０年ひと昔」のコーナーを設けました。１０年前の当月の菱の実会だよ
りを、クリックひとつでご覧頂けます。会や皆さんの１０年間の変化、進化を実感下さい。 

このホームページは、毎月１日にはキチッと皆さんのパソコン上に届くようにメンテを徹底しております。 
家にパソコンとネット環境をお持ちで、まだネット読者登録されていない方には、ぜひこの機会に登録
頂きたく、併せてホームページをお楽しみ下さるようお願い申し上げます。(会の費用節減にもなります) 

ネット読者への切り替え、登録は、メールアドレスを添えて事務局又は最寄りの幹事までご一報下さい。 

 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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第１回 将棋大会 

第９回 カラオケ大会 
順位 氏 名 曲 名 採点 

優勝 大橋   浩 情夜灯 ９３ 

準優勝 根岸佳代子 幸せはすぐそこに ９１ 

３位 根岸利喜蔵 宗右門町ブルース ９０ 

４位 野村 隆一 夢追い酒 ９０ 

５位 境野 賢治 星の流れに ９０ 

６位 佐藤 辰利 人生みなと ８８ 

７位 堀米 延秋 くちなしの花 ８７ 

 

第６７回春季グラウンドゴルフ大会 
順位 氏 名 ＨＤ ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 島  保夫 0 76 1 15 

準優勝 根岸   昇 0 77 1 15 

３位 千葉   武 0 79 2 12 

４位 田部井秀夫 0 81 0 19 

５位 長嶺   元 0 82 2 9 

６位 滝 亀三郎 0 83 2 11 

７位 茂木 鶴次 0 84 1 12 

 夏季グラウンドゴルフ大会が、５月２１日（月）利根グ 
ラウンドゴルフ場で２１名の参加で行われました。結果は、最近安定したプレーをしている島 保夫さんが前回に続
き優勝しました。次回の第６８回大会は、1泊(8月 27、28日)で開催しますので、皆様の参加をお待ちしています。 

第９回カラオケ大会を、６月４日（月）に「カラオケ本舗・まねきねこ尾島店」で実施しました。 カラオケ愛好会（大会）
の活動も３年目に入り、２４年度４月からは新入会員が２名増えました。新入会員も先輩会員とすぐに慣れ親しみ、
和やかな雰囲気でカラオケ大会や月例会に参加している様は、年齢を重ねても、以前はみなさん同僚なんだな
と、ツクズク想っている次第です。今回の採点結果は、前回に続き大橋さんが優勝しました。次回からは、もっと多
数の人が優勝できるよう思考をこらしたい。次回月例会は、７月２日（月）開催予定です。待っています。 
         

第５６回 ゴルフ愛好会コンペ 
順位 氏 名 GRS NET 

優勝 境野 賢治 88 70.0 

準優勝 萩原十四夫 80 70.4 

３位 間々田欽一 84 70.8 

４位 関根 詔三 82 71.2 

５位 竹沢   宏 79 71.8 

６位 鈴木 清一 89 72.2 

７位 滝沼   栄 82 72.4 

 ６月５日（火）に上武ゴルフ場に於いて、第５６回菱の実会ゴルフ大会を実施しました。当日の予報は晴れ
て気温も２８度で風も強くなる予定でしたが、予報が良い方に外れ一日薄曇りで風も弱く、風が気持ち良く
感じられ最高のコンデションの中ゴルフを楽しむことが出来ました。今回はゴルフ場のご好意で参加者３５
名の方全員にアディダスのアスリート用デオドラントセットを頂きました。コンペの結果は境野賢治さんが
優勝をしました。次回の大会は８月１日（水）に予定しています。（大間々カントリー俱楽部） 

 

 

 

５月２１日(月)に赤城倶楽部で第1回将棋大会
を開催しました。昨年発足以来初の大会です
が、６名の参加者による総当り戦で行いまし
た。新手・妙手・ポカ・迷手と多彩な指し手飛
び出し、にぎやかに対局が行われ、野村隆一
さんが５戦全勝で見事優勝しました。 
次回は１０月１５日(月)に開催を予定していま
すので、お気軽に参加下さい。 

 氏 名 勝敗 

優勝 野村 隆一 ５勝０敗 

２位 吉田 弘志 ４勝１敗 

３位 小平 昌司 ２勝３敗 

４位 江川 八郎 ２勝３敗 

５位 荒井 昭三 １勝４敗 

６位 票原 正吾 １勝４敗 
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● 今月の【 細野水彩画廊 】:『百合満開』       ●【 須永写真ギャラリー 】:『 霧にけむる 』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2012-07.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2012-07.pdf 

【 会員投稿 】 

 

上州を彩った文人たち（その１）      ひ ま じ ん 

 近年、群馬県の全国における知名度は、栃木県と並んで、最下位グループに属するらしい。 
かつては、島根・鳥取の両県が最下位争いの常連だったはずだが、この中国地方の両県は少し上

にあがり、関東の二県がペケ争いをしているらしい。この評判は統計的に、厳密なものではなくてあまり
権威があるものではないのだが、地元住民としては、やはり淋しい。 
 県勢を見直す意味をこめて、上州で活躍した文人たちを紹介してみよう。 
 

この二人の作家は他県より桐生市へ移り住み、    
桐生で死んだ。坂口安吾は友人であった南川潤の
世話で、伊東から転じて、桐生市本町書上邸の離れ
を借りたのは、昭和２７年のことである。          

 安吾は昭和６年『風博士』 『黒谷村』等により、    
新進作家として認められるが、全国的に脚光をあび
るのは戦後の 『堕落論』 『白痴』 からである。          

 太宰治・織田作之助・田中英光らと共に「無頼  
派」といわれた。彼らは戦前の既成文学の批判と反
逆を旗印に、新しい創造をめざした。かれらの作品
に対する評価はともかくとして、その生活ぶりはいち
じるしく、特異であった。即ちヒロポン（覚醒剤）を使
って、大量の注文をさばき、その高まり過ぎた興奮を
納めるために、催眠剤（アドルム）を飲む。この繰り返
しで、中毒症状におちいった。太宰は２３年３８歳、
織田は２４年３６歳、田中は２４年３６歳で死んでいる｡ 

 

 

「坂口安吾」と「南川  潤」 

 

南川 潤は 東京生まれの、慶応ボーイだ。 

昭和１３年『風俗十日』で、三田文学賞を受賞し文
壇へ登場、都会的風俗を活写したと評判を呼ぶ。 

昭和１８年東京空襲の激化を避けるため、夫人の
郷里である桐生に疎開して戦後も同地にとどまる。 
安吾より若いのだが、同人雑誌の仲間であった。 
但し、南川は戦後の混乱期に田舎（？）にいたため
か、無頼の仲間にはならず、反面、時流からは取り
残された。両者の微妙な関係を記した評論から抜粋
してみよう。 

 [ 桐生に越してきた当初、安吾は病弱な南川のこ
とを気にかけ、安吾を訪ねて来る編集者に、南川を
推奨し、紹介の労をとった。しかし安吾はしだいに南
川を上から見下ろす、気分になり、二人の間には心
理的葛藤が生じはじめた。・・・・ある日、妊娠した妻
の三千代に向って、俺の子でない、といって暴力を
振るった。身の危険を感じた三千代は対岸にある南
川の家に逃げ救いをもとめた。安吾はゴルフのアイ
アンを振り回しながら、あとを追ってきた。南川はそ
の日以来、安吾と絶縁した。] 

 南川は 『美しい村』等の作品により、桐生周辺を 
讃美し、地域文化活動にも積極的に協力、文壇へ
の再起を期していたが、その機会はなかった。安吾
の後を追うがごとく、その年４２歳で病没する。 

後年 吾妻公園の入口に、次の碑が建てられた。 

  「何かしら故郷のように 
        この街を愛する心になっている」 
         

-―２１年 書斎にてー    

安吾も同様な生活ぶりだったが、頑健な肉体が彼
をささえ、昭和２６年に『安吾新日本地理』の連載を開
始し精力的な活躍をとりもどす。この間税金の滞納問
題で国税局を 相手に『負ケラレマセン勝ツマデハ』、
競輪の写真 判定にケチをちける等社会的にも反響
をよんだ。 桐生へ移るキッカケは群大工学部へ、着
差判定写真の真贋を解明してもらうためというのも安
吾らしい。 
 なにしろ、酒を・女を愛し、ギャンブルにハマリなが
ら読み且書いた。やりたいことをすべてした男。 
そんな言葉がふさわしい。 

昭和３０年脳出血で死亡。享年４８歳であった。 
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◇ お し ら せ ◇    

行 事 日時 場所 
申込み、他  

℡に市外局番のないものは 0276です 

７月の囲碁愛好会 
７月９日（月） 
９：３０～ 

赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

７月の麻雀愛好会 
７月１２（木）、２７（金） 

９：３０～１７：００ 
赤城倶楽部 
会費 1０００円 

申込み 7/10 日、25 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

７月の将棋愛好会  
７月１６日（月） 

９：３０～ 
赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

７月の 
グラウンドゴルフ例会 

７月２３日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
(雨天中止) 

第５７回ゴルフ愛好会 
８月１日（水）９：０７～
（集合８：30） 

大間々カントリー
倶楽部 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

８月のカラオケ月例会 ８月６日（月） 
１７：３０～２０：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 7 月 28 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

８月のパソコンサークル 
８月６日（月） 

１３：３０～１４：４５ 
労組会議室 ご自由にご参加ください 

８月の幹事会 
８月６日（月） 

１５：００～ 
労組会議室 

 

７月の編集委員会 
７月２３日（月） 

１３：３０～ 
労組会議室 

【 ボランティア 】 ７月１７日（火） 
１３：００～ 尾島福祉作業所(ピッコロ)作業応援 
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：8 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 8 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 

8 月 7 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

            結果は、お風呂の残り湯を洗濯にほとんど使えなくなってしまった 

 １０年以上使っていた、Ｍ社製洗濯機を買え替えた。理由は、洗濯そのものの機能が使えなくな
ったためではなく、洗濯槽の洗浄が極めて困難になった為である。Ｍ社は、洗濯機の事業からご
存じの通り、撤退しているため、機種選択は、Ｐ社を考えたが、以前に使った事があり、実績のあ
るＨ社にした。ところがである、以前と同じ全自動洗濯機から機種を決定し、操作パネルの表顔も
ほとんど同じように見えたので、同じような動作をすると考えていたが、それがおお間違えでした、
この１０年の間に機能は充実するし、性能は目を見張るものがあった。特に、女房殿は、“ほぐし”
の機能にご満悦のようである。 
 反面、使用説明書以外の操作をさせようとすると大変、ただちにブザーが鳴り、だめです。お風
呂の残り湯を予め洗濯槽に入れて置くなどの操作は事実上出来ません。Ｍ社製洗濯機ではこれ
が簡単に出来たので、“これなんなの”の思いが                     上村 記 
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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

  

2012-８-１ 

秋の親睦旅行の予告と参加のお願い ・・・ 今年は「南信州 昼神温泉郷」 
菱の実会秋の親睦旅行が近づいて参りました。今年は中央アルプス南端を流れる阿知川沿いに広がる

山里の閑静な温泉地を計画いたしました。昼神温泉は美人の湯と言われる程の良質な泉質を誇るとこ

ろです。七泉の庭園露天風呂を有す宿で、ゆったりと日頃の疲れを癒していただけるかと存じます。 

今からスケジュール調整頂き、万障繰り合わせてご参加下さるようご案内申し上げます。 

１．日 程    １０月１８（木）～１９日（金） １泊２日 

２．方 面   「 南信州 昼神温泉郷 」 

３．宿泊ホテル： 湯多利の里 伊那華（下伊那郡阿智村智里） 

４．参加費用   男性 １７，０００円  女性 １５，０００円 

【 過去の親睦旅行の記録映像 】 
菱の実会ホームページでは、過去の親睦旅行のビデオや写真を掲載しております。NET 読者の方は、

各々の写真の下のアドレスをクリックするとビデオムービーや写真をご覧頂けます。 

尾島ねぷた祭りのご案内と参加のお願い   

今年も、尾島ねぷたまつりが、８月１４日(火)、１５日(水)の２日間行われますが、「三菱ねぷた」は、今年も

１４(火)のみの出陣となりました。菱の実会員の皆さんのご協力をよろしくお願い申し上げます。  

・集合：１７時、睦荘北側テント前    ・身仕度：ハッピ、単パン、ハチ巻等 

あらかじめ事務局に参加のご連絡をお願いします。なお、ねぷた会場清掃.片づけ (８月１５日、１６日) 

 についても、ご協力をよろしくお願いいたします。(朝 6時、4丁目交差点集合) 
 

  

  

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/2011ryokou.htm 

 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/2010ryokou.htm 

 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/you-19ryokou.htm 

 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/you-8ryokou.htm 

 

平成 8年鵜の浜温泉 平成 19年芦の牧温泉 

昨昨年年のの  
稲稲取取温温泉泉  
ななぜぜかか阿阿波波踊踊りり  

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/2011ryokou.htm
http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/2010ryokou.htm
http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/you-19ryokou.htm
http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/you-8ryokou.htm
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５月１２日（土）強風の中、太田市鳥山上にある
サンスポランドで開催しました。 

参加者は１５人で、内訳は、現役４人、女性３
人、OB男性８人。試合方法は、ダブルス４試合
で、毎試合抽選でペアーが変わります。 
結果は次のとおりでした。 

優勝；久保田哲正さん（ＭＨＫの現役、４５歳）   
準優勝；石尾延也さん 第３位；前田美恵子さ
ん。 
なお、米寿を迎えた太田又次さんは療養中で
不参加でした。早期の全快を願って参加者全
員で色紙に寄せ書きして、幹事が太田又次さ
んにお届けしました。 
来年も５月中旬の土曜日に開催する予定で
す、硬式テニス愛好者の多数のご参加をお待
ちしています。 
 

 

第第１１２２回回  太太田田ででテテニニススををややろろうう会会報報告告  

 

 

5/19（土）読売新聞朝刊の一面最下段宣伝欄に 「最新地震

津波総覧」 知道出版発刊 ￥1575－の宣伝がなされていま

す。著者 加藤美勝氏（78 歳）は前三菱地所の設備設計者で

馬電電温を S48 年以来マンション設備に導入していただきそ

の輪を深めていただきました。定年後作家活動に入られご活

躍中です。本著作品も中々の力強いタッチで地震津波の歴

史が表現されています。少しでもご興味をもたれる方はご購

入ご高覧方お願いいたします。 

             （本件、馬渕公作さんからの紹介です） 

 

馬電電温で世話になった方の著作品（ご紹介） 

 

将将棋棋をを指指ししててみみまませせんんかか  ⅦⅦ 
将棋の駒のならべ方について、流儀があるそうですがご存知でしょうか。江戸時代の将棋の家元「大橋

家」の駒のならべる順番をお知らせします。 

現在プロ棋士の中で一番採用されている 

「大橋流」です。番号順にならべてみては・・・。 

 

歩の格言・・・ 

歩は成れば「と金」 と金は金で金以上。 

三歩持ったら継ぎ歩にたれ歩。 

【養生訓】 江戸時代の「食のはなし」（４）  
☆☆ 小食のよい理由 （わけ）       ほあけぼちいあ の「つれづれのまま」  

 食すくなければ、脾胃の中に空処ありて、元気めぐりやすく、食消化しやすくして、飲食する

物、皆身の養（やしない）となる。もし食多くして腹中にみつれば、元気のめぐるべき道をふさ

ぎ、すき間なくして食消〔化〕せず。是を以てのみくふ物、身の養とならず。滞りて元気の道を

ふさぎ、めぐらずして病となる。甚だしければもだえ死す。是食過ぎて腹にみち、気ふさがりて。

めぐらざる故也。食後に病おこり、或は頓死するは此故也。凡そ大酒・大食する人は、必ず短命

なり。早くやむべし。かへすがへす老人は腸胃よはき故に、飲食にやぶられやすし。多く飲食す

べからず。おそるべし。       ＜ 続く ＞ 
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● 今月の【 細野水彩画廊 】:『赤城大滝』       ●【 須永写真ギャラリー 】:『 湖面紋様』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2012-08.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2012-08.pdf 

【 会員投稿 】 

 

フクシマ原発 やじ馬かわら版 (第２話)    岡島 清二 

 ◇ 「喉元過ぎれば・・・・」 原発情勢俯瞰   ３.１１から１年３ヵ月、「政府・東電・民間・国会」各事故調報告がほぼ出揃う。

その中身も然ることながら、即世論に呼応し「脱原発依存」「浜岡停止」「４０年廃炉」の前菅政権指針をよそに、「大飯再稼働」

に奏功の関電八木誠社長が、拙速「４０年廃炉の根拠を示せ」と次なるカードをチラつかせた。故高木仁三郎は遺著「原発事

故はなぜくりかえすのか」(岩波新書)で、ＪＣＯ臨界事故後、科技庁と文部省を統合し責任をうやむやに、然る後の再推進を危

惧、フクシマ級大惨事を予言して見事的中した。一度開けたパンドラの箱は閉められない。原発はマフィアで薬物神話が存

続すると言う。「大山鳴動鼠一匹」今回もその繰り返しなのか・・。世界のメディア特に旧三国同盟、敗戦国ドイツとイタリアは脱

原発を宣言、原爆と原発の随一被災国で、原発輸出を掲げる不可解な国と日本を揶揄している。航海図なき日本丸、真実を

報じないマスコミ、やじ馬の原発裏読み５選と参考書を紹介する。 会員各位の原発知見に少しでも役立てば幸甚です。 

① 世界の原発立地と地震・津波の関係    

右図は 「原発を終わらせる」 石橋克彦編 (岩波新書) の盗撮で、 

たかだか直近２１年間の発生地震（Ｍ4以上）174,581回の震源地を 

●点で示した。多発地が見事な程に黒帯状になっている。一方、全 

世界で 550基(内廃炉 100)の原発立地を○で示してある。原発大国 

フランスと米国の○域には震源●なく内陸にある。日本○域は領海 

含め、地球表面積０．３%のところに、震源が１０%、原発１３%が立地、 

全て海岸沿である。地球活断層域と地震列島日本、地球活動隆盛 

期等、普遍的現実と状況が、原発推進の無謀さ更には東南アジア諸 

国への原発輸出が、如何に狂気沙汰か自明の理である。 

② フクシマ原発最悪シナリオの真実    

レベル７は史上最大災害であるが寧ろよくぞここで停まった。奇跡なりが実感である。１つの炉が爆発すれば、線量が高く他

の炉に近寄れず６基共連鎖爆発、終には福島第 2 も放棄・・・民間事故調報告書の巻末に近藤俊介原子力委員長作成、

「最悪シナリオ」が掲載されている。そこには水素や水蒸気爆発は何とか抑制できるが、最も制御困難で線量膨大となって、

首都圏・東日本壊滅となる最悪シナリオは、４号炉の使用済燃料プールがメルトダウして、ＭＦＣＩ (コンクリート相互作用)が

発生したときとある。即ち原発の稼働・停止に関係なく最大リスクが潜在するということである。因みに使用済燃料貯蔵が多

いのは、柏埼刈羽が１番でフクシマ２番、以下福島第２、浜岡、大飯と続く。(11.6.26朝日新聞) 

③ 原子炉４０年寿命の根拠    

軽水炉の設計寿命は３０年、中性子が炉材に照射すると脆性化(コップに湯を注いで割れる現象)する。銅不純物が原因と

解ったが（１９６９年）、７０年代は未対策である。脆性遷移温度が０℃以下から、年々上昇し９３℃が限界基準である。炉中に

入れた試験片を採り出し実測するが、４０年は想定外で試験片が無くなるし基準も超える。電力は基準を上げる等延命策に

懸命なり。経年劣化×地震＝大惨事・・・「原発のどこが危険か」 桜井淳著 (朝日新聞社選書) 

④ 我が国原発技術は世界トップクラスという虚構    

ヘリコプターによる散水や汚染漏水を入浴剤とオガクズで止めようとした現実に白けてしまったが、いつからか大学に原子

力学科がない。学生が集まらないのだ。「もんじゅ」の完成は勿論、原発の将来は赤信号なのである。一方、現場は溶接工

がいない、育たない。にわか教育で対応しても線量の高い現場では精度ある仕事ができない。被曝量によりベテランも残れ

ない。フクシマで３７年間に１４４回事故が起きていた。机上技術はトップクラスでも、現場の品質は劣悪なのである。 「原

発・放射能クライシス」（リーダーズノート編集部）／ 「平井憲夫」でウェブ検索方    

⑤ 原発は地球にやさしいとの欺瞞    

原発の発電効率は約 30％である。70％はムダ(熱)となって海に捨てられている。CO2 を出さないから地球にやさしい？同

様なことを考えている学者がいた。「小出裕章が答える原発と放射能」(河出書房新社)によれば、100 万Ｋｗの原発で毎秒

７℃上昇した海水が 70 トン放出されているとのこと。これ地球温暖化に直接影響しているのでは、CO2 換算したら・・・或い

は使用済燃料を地下深く何万年も埋めようとして、いまだその場所が決まらず仮置きしていることが、地球にやさしいとはど

うしても考えられない。 放射能より CO2の方が将来的にも扱いが何かとよいはずだが・・・ 

◇ やじ馬のいななき (結び)  

フクシマは吉田所長他により、最悪シナリオから脱出できたこと、誰もが認める事実である。何故所長は決死の覚悟ができた

のだろうか、会社トップの会見姿や雲隠れを知って、当初そんな気には到底成れなかったはずである。(真実は定年後しばらく

しないと本人から聞けないだろうが・・) 初対面とはいえ大学の先輩であり、一国の総理大臣から危険な現場にまで来て、「命を

賭して・・・（あとのことは心配するな）」と暗に懇願され、苦渋の末に決心したのでは・・・因って、やじ馬の目には、菅前総理

の行動が奇跡を呼び、日本を救ったといって過言はないと考える。このような極限行動は、汗をかかず手を汚さず、意気に

感ずることができない、後知恵に長ける人々には、永遠に理解できないはずである。       ( ・・第２話了 2012.6.２８ )   

 

図 1 世界の原発と震源地の分布 



No．２３２ （４） 

◇ お し ら せ ◇    

行 事 日時 場所 
申込み、他  

℡に市外局番のないものは 0276 

８月の囲碁愛好会 
８月１３日（月） 
９：３０～ 

※ 

ブライダルスクール 
ご自由にご参加ください 

８月の麻雀愛好会 
８月９（木）、２３（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込 8/7 日、21 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

８月の将棋愛好会  
８月２０日（月） 

９：３０～ 
ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

第 68 回夏季 
グラウンドゴルフ大会 

８月２７日（月）２８日 
一泊二日 

コニファーいわびつ 

(会費 11,000 円) 

島  保夫 (52-0889) 
高橋勝美 (52-0398) 

第５８回ゴルフ愛好会 １０月予定 上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

９月のカラオケ月例会 ９月３日（月） 
１７：３０～２０：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 8 月 28 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

９月のパソコンサークル 
９月３日（月） 

１３：３０～１４：４５ 
労組会議室 ご自由にご参加ください 

９月の幹事会 
９月３日（月） 

１５：００～ 
労組会議室 馬電の夏休みは 

8 月 8 日(水)～15 日(水)です。 

８月の編集委員会 
８月２７日（月） 

１３：３０～ 
労組会議室 
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：9 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは９月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 

９月４頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

日経ビジネス５月２１日号にこんな記事が載っていた。 
「愛する自社へ、ＯＢからの苦言、提言」 ブランドにあぐらをかいていないか！  

世界的にも超有名な日本企業ですが家電不振の影響をも受けて厳しい環境にあるようだ。 
その内容の１コマに「優れた技術者が韓国のサムスン電子やＬＧ電子などに数多く流出したことも
その一因ではあるが、マーケッテイングや営業力が低下してきているからだ」。との指摘。３Ｃ時代
（１９６０年代）から久しく約５０年、今３Ｃのひとつ、Ｃ－ＴＶ不採算による構造的不況が大手家電メ
ーカーを一撃している。５０年も経つと世の中は変わる。その内クーラーも全部外国生産へとなる
時代も遠くあるまいと予感する。ブランドの賞味期限が切れない内に次の一手を期待したい。 

（ 二宮 ）   
 

※ 従来囲碁、麻雀、将棋愛好会が使用していた赤城社宅は、寮建設のため、馬電会社前の「ブライダルスクール」

に変更となりました。 

＜頭の体操 ・・・ 中学校の数学問題  方程式をたてて答えなさい＞ 

兄が 1800 円、弟が 1000 円持っていた。兄が鉛筆を 4 本買い、同じ鉛筆を弟が 3 本買った。
すると兄の残金が弟の残金のちょうど 2 倍になった。鉛筆 1 本の値段を求めよ。 

 

 
大大小小ごご宴宴会会･･ごご会会食食  ５５２２－－００１１１１２２ 
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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ （群馬菱の実会ホームページ） 

  

2012-９-１ 

親睦旅行 「南信州 昼神温泉郷」 へのご案内 

「菱の実会」恒例行事となりました「秋の親睦旅行」のご案内（下記）をいたします。今年は中央アルプス

南端を流れる阿知川沿いに広がる山里の閑静な温泉地を計画いたしました。昼神温泉は、美人の湯と

言われる程の良質な泉質を誇るところです。七泉の庭園露天風呂を有す宿で、ゆったりと日頃の疲れ

を癒していただけるかと存じます。会員の皆様には万障繰り合せの上ご参加下さるようご案内申し上げ

ます。詳細は、同封のパンフレットをご覧ください。 

記 

１．期   日   ２０１２年１０月１８日（木）～１９日（金） 一泊二日 

２．集合場所   馬電正門前 午前８時４５分  

３．宿 泊 先   湯多利の里 伊那華 
下伊那郡阿智村智里 503-294  

℡ 0265-43-2611 

４．参 加 費    男性：１７，０００円 

女性：１５，０００円  
（当日徴収させていただきます） 

５．行程  ■１日目  9：00馬電正門前出発 → 諏訪ＩＣ → 信州野沢菜センタ－（昼食） 

                 → 光前寺（参拝）→ 妻籠宿（散策）→ 昼神温泉 

         ■２日目  9:00ホテル出発 → 伊那路（漬物お買物）→水引き工芸館せきじま（見学） 

                 → ﾚｽﾄﾊｳｽこまがね（昼食）→ 駒ヶ根ＩＣ → 17：00頃馬電正門前着 

６．申込方法   同封の返信はがきにて９月２５日（火）までにお申込下さい 

 

大昔の事です。日本武尊がご東征の帰り途、伊那谷を通って園原の神坂峠へさしかかったとき、山と山に閉
ざされて空もせまく、雲が幾重にも包んで、越す方法も知れませんでした。さすがの尊もしばらく手を組んで
思案にくれていましたが、その時、悪事をなさる神が尊を苦しめようとして白鹿に化けて尊の前に立ちふさが
ったのです。尊は不思議に思いながら、口に噛んでいた蒜を鹿に投げつけました。それがちょうど鹿の目に
当たって、鹿は死んでしまいました。ところがたちまち濃霧が巻き起こって、一寸先も見えなくなった時、一匹
の白狗が現れて道に迷う尊を里へ導いてくれたのです。これ以来、神坂越えには蒜を噛んで通ると妖気に打
たれる事がないと言われるようになりました。このことから「蒜噛」が、現在の「昼神」の語源になったという説が
あります。 
昼神温泉は、信州の南に位置し、静かな山間の温泉郷です。その歴史は古く、約 250年前の古書にも記され
ているほどで、その後、温泉は埋もれてしまいましたが、昭和 48 年に、旧国鉄のトンネルの調査中に再発見
されました。湯量は豊富で、泉質はph値9.7のアルカリ性の単純硫黄泉のツルツルの湯が自慢で、美人の湯
と言われています。確かな効能を誇る天然温泉は、南信州随一の温泉として広く知られるようになりました。 

 

  
妻籠宿 

昼神温泉郷 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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第５７回 ゴルフ愛好会コンペ 
順位 氏 名 GRS NET 

優勝 長谷川正男 89 69.8 

準優勝 坂田  修 74 70.4 

３位 岡部  勇 79 70.6 

４位 田口 勝也 84 70.8 

５位 関根 詔三 88 71.2 

６位 萩原十四夫 79 71.8 

７位 篠原陽治郎 84 72.0 

 
８月１日（水）に大間々ゴルフ俱楽部に於いて、第５７回菱の実会ゴルフ大会を実施しました。連日猛暑日が続
いていて、当日も暑くなることが予想されましたが、気温も猛暑日１歩手前で時折吹く風が気持ち良く感じられ
まあまあのコンデションの中ゴルフを楽しむことが出来ました。今回は暑さのせいか不参加の人が多く２５名の
方の参加で実施しました。コンペの結果はハンデキャップに恵まれた長谷川正男さんが初優勝をしました。 
今回は大間々ゴルフ俱楽部のハーフコンペに参加でき２５名中１２名の人が賞品をゲット出来ました。 
皆様のご協力に心より感謝申し上げます。次回の大会は１０月９日（火）に予定しています。（上武ゴルフ場） 

尾島ねぷた祭り ・・・ 今年も多くの人出でにぎわいました 
尾島ねぷた祭りは今年も８月１４、１５日と晴天の中盛大に行われました。三菱ね

ぷたは１４日（火）予定通り午後６時陽がかげり出した頃、社員、ＯＢ計二百数十

名参加による出陣式を経て尾島の街にくりだしました。屋台店と見物客いっぱい

でごった返す商店街の夜空に、高さ７メートルに及ぶねぷたと女性の叩く大太鼓

の音は勇壮、可憐で見物客の溜飲を下げおおいに楽しませてくれました。 

ちなみに１４日は９万人、１５日は８万人で合計１７万人との公式発表でした。 
 

 

 

将将棋棋をを指指ししててみみまませせんんかか  ⅥⅥ 
小学１年生～６年生を対象に、毎月第４土曜日「将棋クラブ」が尾島行政センターで開催されています。
「将棋で礼儀作法を学ぶ」という講座がありました。 
その１。 ☆ 駒を並べるときの作法 
① 駒箱は上位者(段級が上、または年長者)が開ける。 ② 上位者が「王将」、下位者が「玉将」を 
定位置におく。 ③ 駒を並べたら、上位者が余りの歩を駒箱にしまう。 

その２。 ☆ 振駒 (先手、後手の決め方) 
① 上位者が自分の歩を５枚振る。② 「振り歩先(ふせん)」(歩が多かったら振った人の先手)となる。 

【養生訓】 江戸時代の「食のはなし」（５）  
☆☆ 食後、にわかに煩いたる時の手当    ほあけぼちいあ の「つれづれのまま」  

  およそ人の食後に俄（にわか）にわづらひて死ぬるは、多くは飲食の過て、飽満し、気をふさげ
ばなり。初（はじめ）まづ生薑（しょうが）に塩を少し加へてせんじ、多く飲（のま）しめて、多
く吐（はか）しむべし。其後食滞を消し、気をめぐらす薬を与ふべし。卒中（そっちゅう）風とし
て、蘇合円・延齢丹など与ふべからず。あしし。又少（すこし）にても食物を早く与ふべからず。
殊にねばき米湯など与ふべからず。気弥塞（いよいよふさが）りて死す。一両日は食をあたえずし
てよし。此病は食傷なり。世人多くはあやまつて卒中風とす。其治応ぜず。    ＜ 続く ＞ 
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● 今月の【 細野水彩画廊 】:『やまなみ』       ●【 須永写真ギャラリー 】:『 湖面紋様 』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2012-09.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2012-08.pdf 

【 会員投稿 】 

 

上州を彩った文人たち（その２）  

             ひ ま じ ん 

 文人たちなどと、使い慣れない用語を タイトルに使ったことが気になって、
改めて辞書を引いてみた。文人に対する言葉は「武人」とあり、「文人」とは 
非常に広い意味に使われていて、軍事以外の文事にたずさわる人とある。 
ようするに、政治家・学者まで含める言葉らしい。          
 本稿ではこのように使うと、幅が広すぎて手に負えなくなるので、文学者と 
いう狭い範囲に限定していることをお断りしておきたい。 

朔太郎といえば、彼の詩が国語の教科書等によく掲
載されるので、彼の名前を知らない人は少ないだろう。 
 まともに紹介するのも、味がないので、話を逆にし
て、葉子の方から始めてみる。 
 萩原葉子は朔太郎の長女で、大正９年生れである。 
 著名な詩人の子供なら、さぞかし芸術性豊かな環境
で育ったと、想像しがちだが、彼女の書を読んでみる
と、全くアテがはずれた。「私が八歳の時に父母が別
れ、私と妹は父の故郷Ｇ県の祖父母の許に引取られ
て育った。朔太郎が一緒に暮したのはわずかの月日
で、間もなく父は上京したのだった。・・・ 
 祖母にしてみれば、とんだ厄介者を背負わされた恰
好で、その腹いせはすべて私達に当たり、それがまた
泣きわめく原因となるという、手のつけられない状態
だった。」 
 人生のスタートから、意地の悪い厄病神に取付かれ
たようなのだ。その後、上京、持家の建築転居、父の
再婚失敗等々に遭遇するが、彼女が２２歳のとき、昭
和１７年朔太郎は肺炎のため、５５歳で死亡してしまう。 
 葉子は２４歳で職場の先輩と結婚をし、長男も誕生す
るが、夫は奇妙な男で 夫婦の間は「努力をしても電
流が流れない平行線で、地獄のくらし」と表現してい
る。３４歳のとき、協議離婚をした。その後、葉子は知人
に勧められ『父・萩原朔太郎』を刊行したのは３９歳、翌
年この作品により日本エッセイストクラブ賞を受賞し
た。 
娘が、偉大な作家・父のことを書いて、世に出たの
は、森鴎外→森茉莉・小堀杏奴、幸田露伴→幸田文
（「流れる」日本芸術院賞受賞）等が有名であるが、
『父』に関する作は売れても、その後、筆でメシが食
えるようになるのは、容易ではないのだ。 

 葉子は洋裁で生計を支えながら、エッセイだけでなく
小説も手掛け、いつしか文筆家といわれるようになる。 

 代表作『蕁麻の家』（イラクサと読む）を刊行したのは

５６歳のときだ。戦前、父の設計した世田谷の家で祖

母・叔母・妹を含む女性中心の同居生活を書いている

のだが、イラクサの葉茎のようにやたらにとげとげしく

て、主人公を刺す様子がリアルでなやましい。 

この作品で女流文学賞を受けた。 

 

萩原朔太郎 と萩原葉子  

 上の写真は大正１３年朔太郎３８歳の時である。 
明晰そうな澄んだ瞳、ほっそりとした容貌、今ふう

にいえば“イケメン”である。彼の実家は前橋市中心
街千代田町の医院であった。父は東大出の医師で
下足番を置くほどに繁盛したとある。 
当然あとを継ぐものと思われていたが、中学卒業

後五高（熊本）・六高（岡山）・慶応等へ入退学を繰り
返し、結局どこも卒業しなかった。２７歳ごろより、詩
や短歌の習作をはじめ、マンドリン倶楽部をつくる等
自由気ままな生活をおくる。 
３１歳のとき 詩集『月に吠える』を刊行、詩壇の好

評をえた。詩のみならず、随想・評論等も発表し、室
生犀星を通じ、文壇人との交遊も多くなる。 
 「文化的伝統のない環境が、自分を大胆な自由人
にした。私が俳人にも、歌人にも、小説家にもなら
ず、全く非伝統的な新しい文学であるところの詩を作
り、詩人に成ったのはこのためである。」と書き残して
いる。 
彼はほとんど東京で暮したのだが題材は群馬に

多くとった。‘新前橋駅’‘広瀬川’‘監獄裏の林’‘大
渡橋’等々、前橋を都会の憂愁で飾った。バラ園の
記念館・前橋文学館への散策をお奨めしたい。 

 

 

最後に『国定忠治の墓』を転載しておこう。 

「わがこの村に来りし時 上州の蚕すでに終りて 農

家みな冬の閾(しきみ)を閉したり。太陽は埃に暗く 

凄而(せいじ)たる竹藪の影 人生の貧しき惨苦を感

ずるなり。見よ 此処に無用の石 路傍の笹の風に吹

かれて 無頼の眠りたる墓は立てり。」（以下略） 

朔太郎記念館 

萩原朔太郎 



No．２３３ （４） 

◇ お し ら せ ◇    

行 事 日時 場所 
申込み、他  

℡に市外局番のないものは 0276です 

９月の囲碁愛好会 
９月１０日（月） 
９：３０～ 

ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

９月の麻雀愛好会 
９月６（木）、２０（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 9/4 日、18 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

９月の将棋愛好会  
９月１７日（月） 

９：３０～ 
ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

９月の 
グラウンドゴルフ例会 

９月２４日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
(雨天中止) 

第５８回ゴルフ愛好会 
１０月９日（火）９：06
～（集合８：30） 

上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

１０月のカラオケ月例会 １０月１日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 9 月 28 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

１０月のパソコンサークル 
１０月１日（月） 

１３：３０～１４：４５ 
労組会議室 ご自由にご参加ください 

１０月の幹事会 
１０月１日（月） 

１５：００～ 
労組会議室 

 

９月の編集委員会 
９月２４日（月） 

１３：３０～ 
労組会議室  
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● 編集：「菱の実会だより」編集委員会  ● 事務局 三菱電機労働組合群馬支部内 

〒370-0492 群馬県太田市岩松町 800    ℡ 0276-52-3874 Fax 0276-52-3207 

 

編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：10 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 10 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 

10 月 3 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

             

菱の実会総会を終え早や５ケ月、新役員になって毎月の幹事会や編集委員会等に参画する中  

各部会の積極的な活動並びに「菱の実だより」の作成にあたり会員からの寄稿等数多くの協力 
体制を目の当たりに見て諸先輩の築き上げた功績に自然と頭が下がる思いです。 
併せて、ボランティアー活動を始め会員各位のご尽力・ご協力に深く感謝しております。 
今後、菱の実会の一役員として誠心誠意、諸活動を展開していきたいと存じ上げますので 
皆様のご支援・ご指導等宜しくお願い致します。                  （境野 利夫） 
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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ （群馬菱の実会ホームページ） 

  

2012-１０-１ 

 

業界初、「ホットあわー」と「バブルおそうじ」の 2種類のマイクロバブル 

「三菱エコキュート｣ 新商品発売のご案内 

大気の熱を利用してお湯を沸かす自然冷媒CO2 ヒートポンプ給湯機（エコキュート）は、ヒーター式
電気温水器と比べて約３分の１の省エネ性と低ランニングコストが評価されています。また、昨年の
東日本大震災以降、節電や省エネへの関心が一層高まる中、エコキュートは昼間の電力負荷ピー
ク時間帯を避け、深夜電力を上手に使う機器として注目されています。 
馬電は、従来の直径約 0.1mm のマイクロバブルが風呂配管を自動洗浄する「バブルおそうじ」に加
えて、新たに、直径約0.01mm のマイクロバブルが身体全体を包みこむ「ホットあわー」を搭載したプ
レミアムタイプ 4 機種を含む省エネ性能を高めた計７３機種を発売します。 
【新商品の特長】 
１．業界初、2 種類のマイクロバブル搭載 ＜プレミアムタイプ＞ 
・浴槽に滞留しやすい直径約 0.01mm のマイクロバブルが身体全体を包みこむ「ホットあわー」 
・直径約 0.1mm のマイクロバブルが風呂配管を自動洗浄する「バブルおそうじ」 
２．節電や電力需要ピークにも配慮した機能を搭載 ＜全機種＞ 
・沸き上げ運転モードの「おまかせ」時に 2 段階の設定ができる「節電モード」  
・電気料金単価の高い昼間時間帯の沸き上げ停止が設定できる「ピーク停止」  
３．年間給湯保温効率(JIS) 3.3を達成 ＜プレミアムタイプ 370L＞ 
・高効率熱交換器搭載によるヒートポンプユニットの高効率化 
・真空断熱材を採用した貯湯ユニット構造    ・沸き上げ制御の最適化 

 

 

 

 

 

ニュースリリースより抜粋。詳しくはニュースリリース http://www.mitsubishielectric.co.jp/news/2012/0809.html 

三菱エコキュート http://www.mitsubishielectric.co.jp/home/diahot/ecocute/ をご覧ください。 

ヒートポンプユニット 

貯湯ユニット 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
http://www.mitsubishielectric.co.jp/news/2012/0809.html
http://www.mitsubishielectric.co.jp/home/diahot/ecocute/
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祝祝
長長
寿寿  

「喜寿」のお祝い 

 

斎藤   昂 様 太田市新田下田中町 ９月７日 

高橋 正晨 様 鳥取県鳥取市 ９月１６日 

 富宇賀 昇 様 太田市太子町 １０月１７日 

 

グラウンドゴルフ愛好会と各愛好会の 親睦グラウンドゴルフ大会 

1日目 氏 名 ＨＤ ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 小澤 永一  104 1 14 

準優勝 高橋 勝美  107 0 18 
３位 掘込 延秋  113 1 8 
４位 柳沢 勝利  113 0 17 
５位 平賀   一  116 0 14 

 
２日目 氏 名 ＨＤ ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 平賀   一 +1 80 1 13 
準優勝 栗原 正吾 0 87 1 11 
３位 高橋 勝美 +4 88 0 14 
４位 柳沢 勝利 +2 89 1 8 
５位 掘込 延秋 +3 90 1 9 

 
グラウンドゴルフ愛好会と各愛好会の親睦旅行を去る８月２７日(月)から２８日、東吾妻町のコニファーいわ
びつで１０名の参加で開催されました。両日とも快晴のなか、グラウンドゴルフ大会を行ないました。 
１日目は、小澤永一さんが実力を発揮し、２日目は前日の成績に応じハンディー制で行ない、平賀一さん
が優勝しました。夜の宴会では、カラオケ愛好会メンバーが中心となり、4 時間 1 人 5 曲歌い続けて楽しい
交流旅行となりました。希望により来年度も親睦旅行を計画しますので、皆様の参加をお待ちしています。 
尚、次回の秋季大会は、11月 26日(月)を予定しています。 

第第１１００回回  カカララオオケケ大大会会   
順位 氏 名 曲名 採点 

優勝 飯塚 徹 昔の名前で出ています ９９ 

準優勝 江川八郎 赤いランプの終列車 ９８ 

３位 柳内孝行 前橋ブルース ９６ 

４位 荒井昭三 浮草情話 ９５ 

５位 堀米延秋 くちなしの花 ９４ 

６位 佐藤辰利 夢のゆめ ９３ 

7位 大橋 浩 ダンチョネ港町 ９３ 

8位 近藤正司 はまなす海岸 ９２ 

 
 

第１０回カラオケ大会を、９月３日（月）に「カラオケ本舗・まねきねこ」尾島店で実施しました。今年は９月にな
っても３０度Ｃ以上の真夏日がつづき、毎日が大変ですね。そのせいか今回は、何時もより参加率の低下が
目立ち、１０名の参加でがんばりました。 第１０回大会からハンデ算式の変更を実施し、全員の実力をハン
デにより補正し、全員が優勝もしくは上位になれるようチャンスを加えてみました。 
今回の採点結果は、今年５月より入会の飯塚 徹さんがみごと優勝しました。おめでとうございました。 
次回月例会は、１０月１日（月）｢カラオケ本舗・まねきねこ｣尾島店で開催予定です。よろしく。  
       

 

「菱寿」のお祝い 高橋 高房 様 太田市亀岡町 ８７歳（1924/10/24） 

 なお、次の方々も既に「菱寿」に到達されていますが、来るご誕生月に改めてお祝いをさせて頂く予定です。

「平松靖司さん1926/1/18（86歳）」 「神谷昭美さん1927/1/1（85歳）」 「祖父江常雄さん1927/4/11（85歳）」。 

なお「菱寿(りょうじゅ)」とは、今年の総会時の会則改定で定めた『会員が満85歳を迎えられた日を菱寿と称して
花束を贈呈する。以後「終身名誉会員」として次年度以降の会費の納入を原則として免除する』 ものです。 

【養生訓】 江戸時代の「食のはなし」（６）     ほあけぼちいあ の「つれづれのまま」 

☆☆ 前食の消化しない中に飲食してはならぬ  ☆☆  

うゑて食し、かはきて飲むに、飢渇にまかせて、一時に多く飲食すれば、飽満（ほうまん）して脾胃をやぶ
り、元気をそこなふ。飢渇の時慎むべし。又飲食いまだ消化せざるに、又いやかさねに早く飲食すれば、滞
りて害となる。よく消化して後、飲食を好む時のみ食ふべし。如レ此すれば、飲食皆養（やしない）となる。 
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● 今月の【 細野水彩画廊 】:『 霧 』         ●【 須永写真ギャラリー 】:『 初秋』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2012-10.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2012-10.pdf 

【 会員投稿 】 

 

朔太郎記念館 

萩原朔太郎 

先般、馬電の労働組合５０周年記念DVD と記念誌が発行された。それを見て、自分自身の５０年と重
なり、ふと、「自分史」を作ってみようかという思いにかられた。写真を整理して自分史ビデオムービーに
してもいい。過去の記録を自分史年表にまとめるのもいいだろう。まずは、写真、アルバム、日記、手
帳、辞令、社内報、組織表、家計簿、賞状など、元となる資料収集から始めようと思う。 

思えば、戦火の真っ只中の時代に生まれ、食べる物にも事欠く何も無い時代から、今の何でもある便
利な時代へ、奇跡的な経済成長の中を一生懸命駆けぬけてきた。その落差は物凄い。おそらくこのよう
な落差はもう二度と、誰にも経験出来ないだろう。我々は、貴重な経験を持つ貴重な世代と言える。 

 会社の仕事のやり方も変った。入社当時は、全国から送られてくる売上伝票を全部ソロバンで集計し
た。達成率などは計算尺が重宝した。名簿の修正などがあると、一から全部書き直さねばならなかっ
た。こんな手作業をパソコンが一変させた。この落差も物凄い。これらの落差を思いおこし、整理してま
とめるのも、頭の活性化のためにいいと思う。 

「初心忘るべからず」・・・ その初心もほとんど忘れてしまった。自分史で思い出すこととしよう。 
「温故知新」・・・ 自分史は、単に過去を懐かしむものばかりではない。将来の欄も作って目標を書き込
んでもいいだろう。目標に向かって日々精進することが、充実感のある人生を送る秘訣ではないかと思
う。 いつまでも、もっと成長したい、もっと楽しみたい・・・ と。 

「アラ古希」は、自分史を作るいいタイミングかも知れない。・・・ 皆さん「自分史」を作りませんか。 
 
 ＜自分史の作り方の一例を、Webサイトの中からをご紹介します＞ 

自分史.com              http://www.support-memory.com/ 
自分史を作るポイント         http://espace21.web.fc2.com/page015.html 
自分史年表              http://espace21.web.fc2.com/page017.html 
自分史をまとめたい人の 20世紀年表  http://www7.ocn.ne.jp/~volonte/017.html 

「自分史」を作ろう                篠崎 辰夫 

 

 

こんな複雑なものでなくても、まずは写真を整理して時系列に並べ「自分史写真集」から作ってみてもいいでしょう。

出来ればそれをパソコンに入れてビデオに編集すれば、立派な「自分史ビデオムービー」が出来上ります。パソコ

ンに入っているソフト”Windowsムービーメーカー”で簡単に編集作成出来ます。それを”WindowsＤＶＤメーカー“で

DVD に焼いてもいいでしょう。もし興味がありましたら、ぜひパソコンサークルにお立ち寄り下さい。パソコンサーク

ルでは、メンバーがいろいろなムービーを編集作成し、それを YouTubeに投稿して公開し、楽しんでいます。 

http://www.support-memory.com/
http://espace21.web.fc2.com/page015.html
http://espace21.web.fc2.com/page017.html
http://www7.ocn.ne.jp/~volonte/017.html
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◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他  

１０月の囲碁愛好会 
１０月１５日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１０月の麻雀愛好会 
１０月１１（木）､２６（金） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 10/9 日、24 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

１０月の将棋愛好会  
１０月１５日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１０月の 
グラウンドゴルフ例会 

１０月２９日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
(雨天中止) 

第５９回ゴルフ愛好会 
１２月１１日（火） 
９：０６ スタート 

上武ゴルフ場 
締切 11/30 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

１１月のカラオケ月例会 １１月５日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 11 月 3 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

１１月のパソコンサークル 
１１月５日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

１１月の幹事会 １１月５日（月）１５：００ 労組会議室  

１０月の編集委員会 １０月２２日（月）１３：３０ 労組会議室  
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：11 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 11 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 

11 月 6 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

今号第一面でご案内のように、今般馬電から、エコキュートの新商品が発売されました。業界初の機能を備
えた画期的新商品で、今の逆風を打ち破る最高の武器になるものと思われます。これを尖兵にして馬電には
何としてもこの難局を乗りこえてもらいたいと願っています。 
実は、以前テレビのワイドショーで、家庭の「電気」離れ、とくに住宅の「オール電化離れ」が進んでいるという
取材報導が流れ、まるで「電気」が悪者のような扱いに、大きなショックを受けました。また、電力会社ではい
まだオール電化のショールームが閉鎖され、能動的営業活動も自粛してじり貧状態が続いているという記事
が新聞で大きく取り上げられていました。(８月２５日付産経新聞)。これらテレビ、新聞報導に加え、９月から電
気料金が平均８．４６％値上げされました。電力需給の不安もまだ収まっておりません。これじゃ馬電も大変
です。 この新商品をみんなで PR し、馬電を応援しょうではありませんか。 頑張れ、馬電！   （ 篠崎 ） 
 

 

訃
報 

徳山  長 さん （ 享年７５歳 ）  神奈川県鎌倉市西鎌倉 

９月１０日ご逝去されました。 ご冥福をお祈り申し上げます。 

 

 



No．２２３３５５  

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ （群馬菱の実会ホームページ） 

  

2012-１１-１ 

祝祝
長長
寿寿  

「喜寿」のお祝い 

 

加藤  勝司 様 太田市新田木崎町 １１月２９日 

 
「菱寿」のお祝い 斎藤  慶蔵 様 太田市南ヶ丘町 ８５歳（1927/11/14） 

 

秋の親睦旅行 「南信州 昼神温泉」 道中記 
 

 

今年の親睦旅行は、走行距離約７００㎞と少々遠方
の「南信州 昼神温泉」を設定させていただいた。 
高速道路５つ（北関東・関越・上信越・長野・中央）を
乗り継ぐ長旅になるため、道中参加者が退屈しないよ
う事前にバスの大きさ・カラオケ設備有無の確認を済
ませ当日を迎えた。小雨の中出発予定時刻の３０分
前にバスは到着、予想通り大型で、カラオケ設備も備
えたバスであることを確認し先ずは一安心。荷物を積
み込み参加者３５人が乗車、定刻どおり９：００に正門
前を出発した。最初の目的地「信州野沢菜センター」
まで約３時間、大先輩が持参した自前のカラオケテー
プで、なつかしの昭和歌謡を皆で歌い・口ずさみなが
ら、盛り上がった雰囲気のうちに、野沢菜センターに
到着した。野沢菜センターでは、今回の旅行に鎌倉
から参加いただいた中野嘉博さんが合流、３６名全員
揃った所で昼食と相成った。 

昼食後は、光前寺が次の見学予定地であったが、ス
ケジュール調整のため、急遽次の見学予定地「妻籠
宿」へ向かうことになった。妻籠宿は中山道４２番目の
宿場で、隣接する岐阜中津川の馬篭宿と木曽路を代
表する観光名所で名高い所であるが、小雨のぱらつ
く中の散策で、皆さん足早にバスに戻った。 
妻籠宿を散策の後「昼神温泉」にはほぼ予定通り１７：
００に到着。長旅の疲れを宿の温泉で癒し、１８：３０か
ら懇親会を開催。二宮会長、鈴木総務部長様、荻原

労組委員長様のご挨拶に続き、ご長老の永沼進さ
んの乾杯のご発声により開宴。宴会は、境野利夫さ
んの進行で、カラオケが途切れることなく披露され、
カラオケを聴きながらの懇親の場は、あっという間に
２時間半を経過。宴会の締めは、定番の中野嘉博さ
んによる阿波踊り付の一本締めで閉会となった。 

翌日は、絶好の行楽日和となり、伊那路で買い物、
水引き工芸館では、正に職人技の製作を巧みな解
説入りで見学できた。そして最後の見学地「光前
寺」は、樹齢数百年の巨木に囲まれた長野屈指の
大きな寺で、境内全域が名勝庭園として、国の文化
財に指定された噂に違わず見応えのある寺であっ
た。 
光前寺を見学した後は、昼食を済ませ帰路に。 
辰野インターで中野さんが、次回の参加を誓い降
車。バスは一路群馬へ。帰りは井上佳久さんの巧
みな進行により、ビンゴ・カラオケと大いに盛り上る
なか無事に正門前に到着。 

お忙しい中ご参加いただきました鈴木総務部長
様、荻原労組委員長様には厚く御礼申し上げま
す。また、参加いただいた皆様には、今回の旅行に
対するご意見をお聞かせいただき、次回はより多く
の方に参加いただけるようなご案内ができたらと思
います。大変お世話になりました。 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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【 新入会員紹介 】 

 

橋本 功衛さん（平成２４年８月入会）  太田市粕川町 

 このたび、菱の実会に入会しました橋本功衛です。平成３年に群馬を離れ今年３
月に会社を辞め久しぶりに戻ってきました。 菱の実会では事務局として会のデー
タ管理などを手伝っていきます。 これからは会員の皆様にお世話になりますので
よろしくお願いします。 
〈経歴〉  ・１９６８年４月 馬電入社、サービス係～機械計算 

・１９７７年４月 全社情シ部門集中化（関東機械計算室馬電分室） 
・１９９１年３月 郡電分室に転任  ・２００１年４月 ＭＩＮＤ社に出向 
・２００５年４月 ＭＩＮＤ社に転籍  ・２０１２年３月 退職  

愛好会の新活動拠点「ブライダルスクール」紹介 

囲碁、麻雀、将棋愛好会の会場「赤城倶楽部」は、長年使用し
てきた赤城社宅から、会社正門前、睦荘北側の部室建屋の一角
にある「ブライダルスクール」に移転しました。 
３０畳強の大きな畳敷きの部屋で、二つの愛好会が並行して開

催できるほどの広さがあます。エアコンの室外機が盗まれ扇風機
に頼っていた冷房も、パッケージエアコンが設備されており、大汗
をかかなくてすみそうです。 
「赤城倶楽部」という手作りの看板も掲げてあります。是非一

度、お気軽にお立ち寄りください。 

第５８回 ゴルフ愛好会コンペ 

順位 氏 名 GRS NET 

優勝 岡部  勇 77 71.0 

準優勝 坂田  修 81 71.4 

３位 高木 和彦 92 71.6 

４位 鈴木 清一 92 72.8 

５位 蟻川 正吾 91 73.0 

６位 中里 正史 90 73.2 

７位 間々田欽一 84 73.2 

 １０月９日（火）に上武ゴルフ場に於いて、第５８回菱の実会ゴルフ大会を実施しました。１０月に入りやっと涼しく
なり、最高気温も２５度位で最高のゴルフ日和で、コースのコンデションも良く好スコアが期待される中ゴルフを楽
しむことが出来ました。今回はトップシーズンということで３４名の方に参加して頂き実施しました。 
コンペの結果はただ一人グロス７０台で回った岡部勇さんが優勝をしました。皆様のご協力に心より感謝申し上
げます。 次回の大会は、１２月１１日（火）に予定しています。（上武ゴルフ場） 

 

 

 

 

 

 

「 アーチェリー 」で地域社会貢献     野村  守 

 今年３月末で定年退職、4月 1日付けでＭＤライフ群馬支店に再雇用してい 
ただき、第二の人生がスタートしました。現在、健康第一に考え高校時代から 
続けている趣味のアーチェリーと好きな写真撮影・編集を続けています。 

 アーチェリーの魅力は、小柄な人も力だけでなく技と精神力で勝てる静のス 
ポーツ。競技は自分自身との戦い、そのための「心・技・体」は最も重要と考え、 
常に心技体の三角形を大きくする努力していますが、まだまだです。 

５０歳になって突然、重症の五十肩（両肩）になり 1年半ほど弓が引けない時 
期があり、引退も覚悟していましたが、その後回復し、半年間リハビリを続けやっ 
と５２歳で競技に復活しました。以前のようには点数がでず、落ち込んだ時期も 
ありました。そんなとき、０９年５月に太田市アーチェリー場が「利根の湯」東に位 
置する「備前島水質浄化センター内」に完成。これを期に練習・指導拠点として 
県内外のアーチェーが訪れ、休日は忙しい日々を過ごしています。 

今後の目標は、全日本社会人選手権出場（壮年の部）を目指し、基礎体力作り（ほぼ毎日腕立て伏せ・腹筋・
縄跳び）を続けるとともに、試合に数多く参加することにより、自信を付けること。取得している公認アーチェリー
指導員・１級審判員資格を活用し、地域社会貢献のため身障者のボランティア・普及活動・競技力向上目指し、
引続き精進して行きたいと思います。最後に、菱の実会の皆様も、ぜひ一度見学していただければ幸いです。 
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● 今月の【 細野水彩画廊 】:『 城砦の町 』     ●【 須永写真ギャラリー 】:『 晩秋の観音沼 』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2012-11.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2012-11.pdf 

【 会員投稿 】 

 

朔太郎記念館 

萩原朔太郎 

上州を彩った文人たち（その３）    ひ ま じ ん 

  第二芸術論という用語がある。これは戦後まもなく、フランス文学者桑原武夫教授が主張したもので、日
本古来の俳句は思想性・社会性の自覚がなく、現代の人生を表しえないものであり「第二芸術」として、他
の芸術と区分し、学校教育からも締め出すべきという、主張であった。俳句界からも有効な反撃がなく、現
在でも公知されているかのようである。なぜ今、こんなことを書くかというと、小生は長いこと、このやや蔑視
的な「第二芸術」のなかに短歌も含まれているものだと、勝手に思い込んでいたのであるが、改めて検索し
てみたら、短歌は「第二芸術」の範疇に入っていなかった。今回紹介するのは苦手な歌人である。 

吉野 秀雄 と 山口 瞳 

両者は先生と弟子であった。二人が出会ったの
は昭和２１年４月 吉野４４歳、山口１９歳のとき、鎌
倉に「鎌倉アカデミア」という大学校ができて、瞳君
がそこへ入学したのである。 
吉野秀雄は明治３５年 高崎市呉服商吉野商店

の次男として生れた。（吉野商店は後に㈱吉野藤と
なり、現在でもアパレル業界では知られた存在らし
い。）地元高商卒業後慶応に入学するが、２３歳の
とき、肺患にかかり帰郷、大学も中退する。そして、
この病いが生涯の持病となってしまうのだが、この
頃より、国文学の独習に励み、作歌を始める。「鎌
倉アカデミア」の教師になるころには、会津八一と
の親炙、古歌の研究、作歌等により、短歌界での地
位を固めていた。 
 瞳が教わったのは「万葉集」と「作歌の指導」であ
った。学校における吉野を山口は「先生の全体の
印象はますらおである。大きな人である。容貌魁偉
であるが、それが同時に優しいのである。先生は誰
からも愛されるようになった。」と書いている。 
山口瞳は群馬とは無縁なのだが、ＯＢ各位には

「トリスを飲んでハワイへ行こう！」の作者だといえ
ば、思い出してもらえるかもしれない。古すぎるよと
いうなかれ！ 彼は寿屋宣伝部で活躍後『江分利
満氏の優雅な生活』で直木賞を受賞、『居酒屋兆
治』は高倉健主演で映画化された。「週刊新潮」に
『男性自身』というタイトルの小説風随想を３１年間
連載するという流行作家になる。 
 

話を吉野の方に戻そう。彼が「鎌倉アカデミア」の
教師になる前 昭和１９年に四人の子を残し、妻に
死なれる。この前後の状況を読んだ『寒蝉集』が草
稿のうちに認められ、出版される。 
 しかしながら、「鎌倉アカデミア」は正規の認可を
得てない大学であったためか、教授が去り、生徒が
消え、２５年には廃校になってしまう。 
以後、定収入は皆無となり、原稿料、選歌代金、

講演料等での生活が始まると年譜にある。小説家と
違い少し名が知れても歌人の生活は容易ではない
ものらしい。 
随筆『わが心の日記』を引用してその生活振りを

窺がってみよう。「歌はなんのために作るか。好きで
おのづから作るといふほかに毫末のりくつもあるは
ずはない。・・・ 
下手も上手もへちまもなく、それなくして当時の

孤独に堪えることは不可能であった。のんきな手す
さび、結構な趣味とはまったく別なのであった。」 
 貧しさと病弱と闘いながら、「良寛」「子規」「会津
八一」の研究を重ね、５８歳の時に『吉野秀雄歌集』
で読売文学賞を受賞する。 
 第１回釈迢空賞を得たのは昭和４２年６６歳死の
直前であった。群馬県の山河を多くの歌に残した
が、鎌倉を離れることはなかった。 
今でも秀雄を偲ぶ『艸心忌』（そうしんき）が墓所

のある鎌倉で毎年行われている。 

 

彼の死後（平成７年） 
『この人生に乾杯！』 
が刊行されるが、その 
副題にあるごとく、３０
人の各界著名人が思
い出を書いている。 
その分野は映画・競
馬・野球・将棋・等々数
多く、それに自身の著
『私の行きつけの店』
はもとより飲んベイの話
である。 
当時の五時から男たち 
にモテタわけである。 

 

彼の代表歌を掲げるかわりに（選歌に自信がないので）
山口瞳が書いた佳作 『小説 吉野秀雄先生』を挙げて
おこう。一読をお奨めする。 

鎌倉 瑞泉寺 

『この人生に乾杯！』の表紙 
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◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

１１月の囲碁愛好会 
１１月１２日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１１月の麻雀愛好会 
１１月８（木）､２２（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 11/6 日、20 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

１１月の将棋愛好会  
１１月１９日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

第６９回 秋季 
グラウンドゴルフ大会 

１１月２６日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:５００円) 
雨天中止翌月開催 

申込み: １１月２２日(木) 
島  保夫 (52-0889) 
高橋勝美 (52-0398) 

第５９回ゴルフ愛好会 
１２月１１日（火） 
９：０６ スタート 

上武ゴルフ場 
締切 11/30 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

第１１回カラオケ大会 １２月３日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： １２月１日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

１２月のパソコンサークル 
１２月３日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

１２月の幹事会 １２月３日（月）１５：００ 労組会議室  

１１月の編集委員会 １１月２６日（月）１３：３０ 労組会議室  
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：12 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 12 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 
12 月 4 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

先日『ＮＨＫスペシャル』で日本アルプス縦断のトレイルランが放送された、富山湾からスタートし

北アルプス剣岳から中央アルプスそして南アルプスを縦走し駿河湾がゴールの約 420Ｋｍ登りの

累積は 2 万 7 千ｍ、これを８日間で駆け抜ける最も過酷なレースで賞金も賞品も無い、トップは５

日と６時間でゴールした、人間どこまで耐えられるのだろうか、フルマラソン１０本連続の距離を殆

ど寝ずである、体力はもちろんのこと精神力の強さには敬服した。制限時間の８日間内にゴール

出来ずに失格となった選手もいた、しかし自分の目標に向かってゴールまで走り抜いた、大会は

終わっていたがともに戦った皆がゴールで迎えてくれた、感動的だった。これから元気で感動的

なシーンを何回作れるだろうか？。          （生田 記） 
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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

  

2012-１２-１ 

 
第６６回 全社監督者大会開催 

去る９月２６日(水)～２８日(金)の３日間、第６６回全社監督者大会が馬電で開催されました。 

本大会は社長をはじめとした会社幹部が班長に対する期待を直接伝える場として、また班長自身が

自らの職務を見つめ直し、各場所の班長との意見交換等の交流を通して視野を広げ、監督能力の強

化充実を図る機会として毎年開催されている伝統ある大会です。馬電での開催は第１１回大会（１９７８

年）以来、３４年ぶりとなりましたが、各場所から選ばれた班長４６名が参加され、初日には山西社長・

大隈人事部長にもご来所いただき、活気ある大会となりました 

■ ９月２６日(水)：初日 

開会式 ： 各場所の代表として参加計４６名の班長を迎えて、内田所長から歓迎の挨拶をいただきました。 

社長講話 ： 山西社長から、当社経営概況のご説明や「班長がリーダーシップ（情熱・人間的魅力・専門

性）を発揮して、ものづくり現場の牽引役として活躍することを期待する」等、班長に対する期待と

激励のお言葉をいただきました。 

人事部長講話 ： 大隈人事部長から「監督者自らが安全意識を高くもち、“間違ったことはやらない、やら

せない”という現場の基本を徹底し、率先垂範して現場をリードしていってほしい」等、労務管理や

人材育成、安全衛生に関するご講話をいただきました。 

工場見学 ： 馬電N 研（一歩会）のメンバーが各職場を紹介する形で実施しました。参加班長からは「馬電

の現場改善方法等を自職場の参考としたい」等の感想が寄せられました。 

社長を囲む会 ： 山西社長や大隈人事部長をはじめとする会社幹部と参加班長が出席し、懇親を図りまた 

馬電 N 研（一歩会）による歓迎余興として、群馬伝統民謡「八木節」に馬電紹介を加えたオリジナ

ルの歌詞で披露しました。２年近くに及ぶ練習の甲斐があり、会場を大いに盛り上げました。 

■ ９月２７日(木)：２日目 

グループ討議 ： 参加班長が６グループに分かれ、「監督業務の 

原点を見直そう」をテーマに活発な議論を交わしました。 

体験発表（講演） ： 開催場所の班長経験者代表から、ご自身の 

経験を踏まえた参加班長への助言・激励を行いました。 

■ ９月２８日(金)：最終日 

個人発表 ： グループ討議を通して一人ひとりが得た気づきや、そ 

れらを踏まえた自身の今後の活動指針等を互いに発表し、 
情報共有を行いました。 

閉会式 ： 大会の締め括りとして参加班長から、内田所長に対して、力強い決意表明がありました。その後、 

内田所長から参加班長への激励の挨拶があり、大会が終了しました。 

 

 

 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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将将棋棋をを指指ししててみみまませせんんかか  ・・・・・・ 

（９） 昨年 9月に発足しました将棋愛好会です。 

  将棋盤のマス目に因んだ話をしますと、「数え８１歳を将棋界では何と言うでしょう」 ・・・ 

 将棋盤のマス目(９×９)の数から 「盤寿」 と言うそうです。 

  ☆ 玉は角筋を避けよ ・・・ 玉が角筋に入ると非常に危険である。 

  ☆ 序盤は、飛車より角が主役 ・・・ 序盤の駒組みは角が主役と言われる。 
 
（１０） 将棋界では、通算勝数が １０００勝を超えると、将棋特別栄誉賞が与えられるそうです。 

現在までにその対象者となつた棋士は・・・ 

① 大山康晴  １４３３勝   ② 中原  誠  １３０８勝   ③ 加藤一二三  １３０６勝 

   ④ 谷川浩司  １２１０勝   ⑤ 羽生善治  １１７７勝   ⑥ 内藤国雄    １１２１勝 

⑦ 米長邦雄  １１０３勝   ⑧ 有吉道夫  １０８８勝   計 ８棋士 です。 

大山康晴は、５４歳で１０００勝達成、６９歳でこの世を去るまでに、さらに４３３勝という大記録を

達成しました。（平成２４年版将棋年鑑 から） 

＜詰め将棋＞ 

答は、欄外にあります 

 

 

≪≪雑雑記記帳帳≫≫              会社の先輩から学んだ一言         

 会社の先輩と言っても勿論当時ははるか上長ですが、昭和５０年代終盤（１９７５年頃）某全国紙の

群馬版に「私のコラム」という紙面が連載でありました。その先輩の題名は「一つの人生を生きること」

というもので、そのあるときのスクラップを今でも大切に保存していますが。  

当時をフﾂ・・・と思い出して、みなさんに紹介してみたくなりました。ご覧下さい。   

１．最も大切な「誠実」        

 世の中には沢山の名言、名句があるが、人それぞれ生き様や考え方、好みが違うため押し付けは

出来ない。これまでの会社生活を振り返ってみると最も大切なことは「誠実」の一語につきる。これが

一切のベースであり熱意や能力はその上に構成されねばならない。   

２．「心もやす」好きな人        

 私の好きな人とは「心もやす人」であり、嫌いな人は「シラケた人種」である。心もやすとは、対象が

何であれ世の中を受身でなく積極的に生きることである。これが生き方の原点であると考える。趣味

でも、恋でも、仕事でも、熱中できることが大切で、１+１＝３、無から有を生む創造が出来る。 

（私は 以上の２つの言葉が大変好きで、今までも、これからも出来る限り実践して自分として生き 

甲斐のある人生にしてゆきたいと願っている一人です。）            （  二宮  ）

     
 

  

この「将棋を指してみませ

んか」は、１０回にわたり、

野村隆一さんに書いて頂

きました。 

(詰将棋の答)  ①  ２五桂 ・ 同龍  ３三飛成  ２三金  ２二銀不成  ５手詰め 

②  ２四桂 ・ 同銀  １三歩 同銀   ２一馬 まで  ５手詰め 

 

① ② 



No．２３６ （３） 
     
 

 

                  

  

● 今月の【 細野水彩画廊 】:『 旅の記憶２．フィレンツェ 』 ●【 須永写真ギャラリー 】:『 光の祭典』 
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【 会員投稿 】 

 

朔太郎記念館 

今こそ日本モデルの確立を       鳥取市 高橋正晨 

 日本の現状を心配してこの文章を書きます。 日本は本当に将来、独立国になれるでしょうか？  

現下のアメリカの日本に対する姿勢、官僚のこれに対する対応、政府の決定を見ると心配でなりませ

ん。恐らく永遠に無理なようにも思われます。 

 確かに地政学的な分析をするとロシア、中国、北朝鮮に、また太平洋戦争などの恨みを持っている

東南アジア諸国に囲まれており、容易ならざる情勢にあります。戦後、ＯＤＡなどにより友好関係を築

こうと努力してきたのですが現状は尻すぼみの状況で、過去の不満が噴出してきております。 

 東南アジアは中国、インド、シンガポールなどの現在経済が沸騰している新興国や、タイ、ミャンマ

ーなど将来が期待される国々が順々に台頭してきております。 

 この中で、日本はどう対処していけばいいのか、アメリカヘの対処とともによくよく考えなければなら

ない時期に来ております。 

 今後は輸出一辺倒の政策のみでいいとは思えなくなりましたし、内需の拡大も問題です。また、人

口減少の中で、経済成長一辺倒の期待が本当に正しいことなのかも問題でしょう。 

 今思うことは、新しい日本モデルの確立が必要な時期になって来だのではないでしょうか。アメリカ

モデルは一国主義の勝手が多すぎて弊害が大きいので、助け合いの精神のあるヨーロッパモデル

を参考にして、東南アジア新興国と共存できる日本モデルを確立しなければならないのではないで

しょうか。 

 このことは今必要なのですが、現在の政治家、官僚、政府には期待できそうにもありません。残念

ながら、若い人たちに期待するしかないのではないでしょうか？ 世界の現状と現下の日本の現状

を正視できる人が政治家，官僚、政府にいないのではないでしょうか？ 政治家、官僚、政府の人達

が既得権に保護され、現状の正視が出来ていないのですから。 

 今度の選挙に投票する人がいないという現象になる可能性があります。何故なら、永年自民党が

やって来たことが否定されて民主党に政権交代したが、民主党がマニフェストにない消費税の増税

を決めたことで民主党への支持が減って、どこに投票していいのか困っている人が多くなっているか

らであります。 

 イデオロギーではなくて、脱原発や基地やオスプレイ配備、消費税の増税、経済成長戦略、TPP

加入、領土、雇用崩壊、最低賃金などの経済弱者への経済政策等々もっと高い次元で考える必要

があると思われるからです。 

 日本は今後どの方向に向かうのでしょうか。アメリカの属国のままで行くのか、新しい日本モデルを

確立して少しでも日本らしく改革して行くのか、日本は戦後の古くて新しい問題に改めて直面してい

ると思います。 

 

【養生訓】 江戸時代の「食のはなし」（７）  ほあけぼちいあ の「つれづれのまま」 

☆☆ 暖かなものを飲食せよ  ☆☆  

四時老幼ともに、あたたかなる物くらふべし。殊に夏月は伏院内（ふくぃんぅち）にあり。わかく
盛なる人も、あたたかなる物くらふべし。生冷を食すべからず。滞（とどこぉり）やすく泄湾しやす
し。冷水多く飲むべからす。 

☆☆ 冷飲・冷食を避けよ ☆☆ 
 夏月、瓜巣・生葉（を）多く食ひ、冷麺（れぃめん）をしばしば食し、冷水を多く飲めば、秋必（ず）
雍痢（ぎゃくり）を病む。凡（そ）病は故なくしてはおこらず。かねてつつしむべし。 



No．２３６ （４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

１２月の囲碁愛好会 
１２月１０日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１２月の麻雀愛好会 
１２月１３（木）､２７（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 12/11 日、25 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

１２月の将棋愛好会  
１２月１７日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１２月 
グラウンドゴルフ例会 

１２月１７日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第５９回ゴルフ愛好会 
１２月１１日（火） 
９：０６ スタート 

上武ゴルフ場 
締切 11/30 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

第１１回カラオケ大会 
１月７日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： １月 5 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

１月のパソコンサークル 
１月８日（火） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

１月の幹事会 １月８日（火）１５：００ 労組会議室  

１２月の編集委員会 １２月１７日（月）１３：３０ 労組会議室  
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：1 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 1 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 
1 月 8 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

 

訃
報 

池田 義博 さん （ 享年７６歳 ）  太田市飯塚町 

１１月７日ご逝去されました。 ご冥福をお祈り申し上げます。 

野村 隆一 さん （ 享年７３歳 ）  太田市尾島町 

１１月１２日ご逝去されました。 ご冥福をお祈り申し上げます。 

３年前、同期（３７会）の忘年会で四万温泉に行った際、山形県から来られていた団体客の１人の方
と知り合い、お付き合いが始まった。その方々とは、宿泊をしたホテルのエレベーター内でお会いし
たのが最初で、その場は行きずりの人として別れたが、食後ホテル内のカラオケルームで再会した。
そこで出会いのご挨拶として、小生が「へたくそ」な花笠音頭を披露したら、１人の男性と意気投合
し、帰り際に「春になったらサクランボを送るから住所を教えてほしい」と言われ、お互いの住所を確
認しあいカラオケルームを後にした。そして翌年の５月のある日に、見事な「さくらんぼ」が届きビックリ
した。早速お返しを送り、以降お付き合いが続いている。人の出会いは不思議なものである。今では
相手の顔も思い出せないまま、電話で挨拶を交わす間柄になっている。昔ある上司から、「人は、出
会いの数だけ人格が磨かれる」と、教えられたことがある。「一期一会」この出会いを大切に、今後更
に親交を深めたいと思っている。                                 高柳 記 


